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い
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
、
父
と
散
歩
し
な
が
ら
口
す
さ
ん
だ
歌

や
詩
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
父
が
在
米

中
に
求
め
た
晶
子
の
歌
集
『
火
の
鳥
』
を
父
か
ら
贈
ら
れ
て
読
ん

だ
時
の
感
動
も
浮
か
び
、
ふ
と
絵
を
描
く
こ
と
は
止
め
て
、
国
文

学
へ
の
移
行
が
迫
っ
て
来
た
。 

 

そ
れ
か
ら
が
大
変
で
、
国
文
入
試
の
た
め
の
塾
に
通
っ
た
が
、

戦
時
中
の
昭
和
十
八
年
の
受
験
率
は
国
文
科
は
三
十
人
に
一
人
、

英
文
科
は
二
人
に
一
人
の
割
合
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
東
京

女
子
大
の
国
文
科
に
は
入
れ
ず
、
青
山
学
院
の
女
子
専
門
部
入
学
、

そ
の
後
は
他
大
学
の
講
義
を
も
聞
い
た
り
し
て
国
文
の
勉
強
に
励

み
、
戦
後
に
な
っ
て
早
稲
田
大
学
に
入
り
卒
論
に
『
み
だ
れ
髮
』

に
つ
い
て
を
書
き
、
父
の
「
高
志
人
」
か
ら
出
発
し
た
「
晶
子
研

究
」
は
他
誌
へ
も
移
っ
て
、
方
々
へ
の
「
与
謝
野
研
究
」
連
載
が

著
書
と
な
っ
て
今
日
の
研
究
に
辿
り
つ
い
た
の
も
父
の
一
言
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
父
に
つ
い
て
多
種

多
様
に
書
い
て
き
た
が
、
未
だ
書
き
足
り
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る

の
を
心
に
秘
め
て
大
切
に
守
っ
て
ゆ
き
た
い
。 

  

父
に
つ
い
て
前
記
し
た
『
夢
二
と
父
』
は
平
成
期
に
書
い
た
も

の
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
父
に
つ
い
て
の
著
書
に
は
『
わ
が
父
翁
久

允―

そ
の
青
少
年
時
代
と
渡
米
』（
昭
五
十
三
・
六 

オ
リ
ジ
ン
出
版
刊
）・

『
在
米
十
八
年
の
軌
跡 

翁
久
允
と
移
民
社
会 

１
９
０
７
～
１
９

２
４
』（
平
十
四
・
十
一 

勉
誠
出
版
刊
）・『
資
料 

翁
久
允
と
移
民
社

会 

〈
１
〉
移
植
樹 

翁
久
允
著 

逸
見
久
美
編
』（
平
十
九
・
十
一 

大
空
社
刊
）
が
あ
っ
た
。
最
後
の
父
の
研
究
と
し
て
甥
の
須
田
満
と

共
編
の
父
の
「
年
譜
」
と
「
書
誌
」
完
成
を
大
空
社
刊
行
と
し
て

待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。
出
版
間
際
に
満
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
恩

恵
に
よ
り
、
父
の
在
米
時
代
の
未
発
表
の
作
品
や
生な

ま

の
原
稿
が
現

在
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
続
出
し
た
た
め
、
そ
の
整
理
に
追
わ
れ
、
そ

の
上
コ
ロ
ナ
に
よ
る
弊
害
も
あ
っ
て
益
々
遅
れ
、
生
存
中
に
必
ず

果
た
さ
れ
る
こ
と
を
念
ず
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
今
年
で
二
十
年
目
の
『
鉄
幹
晶
子
全
集
』
四
十
巻
（
二

〇
〇
一
～
二
〇
二
一
刊
）
も
同
じ
コ
ロ
ナ
被
害
で
勉
誠
出
版
刊
行

を
待
つ
の
み
。
そ
れ
以
前
の
講
談
社
版
『
与
謝
野
晶
子
全
集
』
二

十
巻
（
昭
五
十
六
）。
二
人
の
書
簡
集
は
八
木
書
店
刊
の
「
天
眠
文

庫
蔵
」
一
巻
（
昭
四
十
八
）
と
「
書
簡
集
成
」
四
巻
（
平
十
五
）。

二
人
の
歌
集
全
釈
に
鉄
幹
一
冊
、
寛
二
冊
、
晶
子
六
冊
。
二
人
の

「
評
伝
」
二
回
（
昭
五
十
・
平
二
十
四
＝
明
治
、
大
正
、
昭
和
篇
）、
更

に
私
の
歌
集
刊
行
と
父
の
研
究
も
含
め
て
二
十
五
冊
の
著
書
刊
行

が
、
こ
れ
迄
の
私
の
人
生
の
歩
み
の
一
部
分
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

- 1 - 

翁
久
允
「
安
孫
子
久
太
郞
翁
と
私
」 

―
自
筆
原
稿
の
翻
刻
と
解
説 

須
田 

満 

は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
日
米
新
聞
社
社
長
で
あ
っ
た
安
孫
子
久
太
郎
（
一
八

六
五―

一
九
三
六
）
の
伝
記
を
出
版
し
よ
う
と
考
え
た
在
米
の
岡

繁
樹
（
一
八
七
八―

一
九
五
九
）
か
ら
の
依
頼
で
翁
久
允
（
一
八

八
八―

一
九
七
三
）
が
一
九
五
六
年
九
月
に
執
筆
し
た
三
十
一
枚

ペ
ン
書
き
原
稿
一
「
安
孫
子
久
太
郞
翁
と
私
」
の
初
め
て
の
翻
刻
と

註
釈
で
あ
る
。 

 

安
孫
子
久
太
郎
は
、
新
潟
県
水す

い

原ば
ら

村
（
現
・
妙
高
市
）
で
生
ま

れ
、
一
八
八
五
年
、
二
十
歳
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
福
音
会
の
援

助
で
渡
米
し
、
新
聞
経
営
と
同
時
に
日
本
人
移
民
の
永
住
を
目
指

し
た
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を
目
指
し
た
人
物
で
あ
る
。 

 

岡
繁
樹
は
、
高
知
県
安あ

芸き

町
（
現
・
安
芸
市
）
生
ま
れ
で
、
一

八
九
九
年
「
萬
朝
報
」
に
入
社
し
、
幸
徳
秋
水
、
堺
利
彦
と
知
り

合
い
、
一
九
〇
二
年
に
渡
米
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
金
門
印
刷

所
を
経
営
す
る
傍
ら
、
平
民
社
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
在
米
社
会
主

義
者
の
拠
点
二

と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
日
本
人
収
容

所
に
入
っ
た
が
、
一
八
年
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
要
請
で
イ
ン
ド
・

ビ
ル
マ
戦
線
へ
行
き
、
ビ
ラ
を
巻
い
て
日
本
軍
の
降
伏
工
作
を
行

っ
た
。 

 

翁
久
允
の
最
初
の
渡
米
は
一
九
〇
七
年
で
あ
り
ワ
シ
ン
ト
ン
州

の
シ
ア
ト
ル
や
ブ
レ
マ
ー
ト
ン
で

学

僕

ス
ク
ー
ル
ボ
ー
イ

を
し
な
が
ら
邦
字
新

聞
に
小
説
や
評
論
を
発
表
し
て
い
た
が
、
一
三
年
に
一
時
帰
国
し

て
結
婚
し
た
翌
年
か
ら
は
定
職
を
求
め
て
南
下
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
生
活
を

開
始
し
、
雑
誌
や
新
聞
の
編
集
に
関
わ
り
な
が
ら
著
作
の
幅
を
広

め
て
い
っ
た
。
一
五
年
に
開
催
さ
れ
た
パ
ナ
マ
・
太
平
洋
万
国
博

覧
会
の
前
後
に
翁
は
二
人
と
知
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

久
允
は
、
安
孫
子
の
追
悼
文
「
安
孫
子
さ
ん
の
思
ひ
出
（
一
）

～
（
四
）」
を
日
本
か
ら
「
日
米
」
三

に
寄
稿
し
、
ま
た
岡
繁
樹
の

追
悼
に
は
「『
井
伊
大
老
』
と
其
著
者
の
思
い
出
」
四

を
書
い
て
い

お
り
、
二
人
と
の
深
い
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。 

 

本
原
稿
に
関
し
て
、
久
允
は
一
九
五
六
年
九
月
六
日
付
の
「
太

稚
庵
日
誌
に
〈「
安
孫
子
久
太
郎
」
の
原
稿
〉
と
題
し
て
次
の
よ
う
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に
記
し
て
い
る
。 

 
在
米
の
岡
繁
樹
が
日
米
新
聞
社
長
だ
つ
た
「
安
孫
子
久
太

郎
」
と
い
う
本
を
出
す
の
で
、
そ
れ
に
交
友
及
感
想
を
書
い

て
く
れ
と
原
稿
用
紙
を
お
く
つ
て
来
た
か
ら
早
速
書
き
出
し

三
十
枚
ば
か
り
で
ま
と
め
る
五 

 

ま
た
本
原
稿
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
に
引
用
す
る
岡
繁
樹
宛

の
手
紙
が
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
。 

   

岡
繁
樹
君 

   

原
稿
用
紙
が
届
け
ら
れ
た
の
で
、
十
月
頃
に
出
版
と
き
い

て
い
た
し
、
お
く
れ
る
と
迷
惑
さ
れ
る
だ
ら
う
と
思
ひ
、
早

速
書
き
出
し
た
が
、
ま
と
ま
り
も
つ
か
な
い
よ
う
な
も
の
に

な
つ
た
。 

し
か
し
、
私
の
見
た
安
孫
子
久
太
郞
と
し
て
一
隅
に
の
せ
て

く
れ
玉
へ 

  

本
が
出
來
た
ら
一
部
お
く
つ
て
く
れ
玉
へ 

  

他
か
ら
も
い
ろ

〱
の
見
方
が
届
く
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、

書
く
よ
う
な
人
々
が
多
く
亡
く
な
つ
た
。 

  

記
事
中
ま
ち
が
つ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
れ
ば
訂
正
し
て
下
さ

い
。 
 

 
 

九
月
八
日
、 

 
 
 

十
月
十
一
日
着
六 

 

本
原
稿
を
含
む
岡
繁
樹
が
依
頼
し
た
『
安
孫
子
久
太
郎
』
用
の

原
稿
は
、
岡
の
病
気
と
五
九
年
の
死
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
る
こ
と

が
な
く
、
岡
の
死
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
図

書
館
に
寄
贈
さ
れShigeki O

ka Papers, 1914-1957(sic.)

七

と
し
て
保
管
さ
れ
た
。 

 

そ
の
原
稿
の
存
在
を
広
く
知
ら
し
め
た
の
は
、
岡
繁
樹
の
甥
で

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
バ
ン
ク
日
米
資
料
室
室
長
で
あ

っ
た
岡
省
三
が
、
一
九
八
〇
年
に
叔
父
繁
樹
が
残
し
た
資
料
を
基

に
「
在
米
日
本
人
の
今
日
あ
る
を
夢
見
そ
の
生
涯
を
捧
げ
た
先
覚

者 

安
孫
子
久
太
郎
伝
」
及
び"Biography of K

yutaro Abiko: 
Issei Pioneer W

ith a D
ream

"

を
「
北
米
毎
日
新
聞
」
八

に
連
載

し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
評
伝
に
は
本
稿
原
本
の
一
部
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。 

 

岡
省
三
の
評
伝
の
存
在
は
、
翁
久
允
の
英
文
評
伝
九

の
著
者
で

あ
る
鳥
本
幾
子
氏
か
ら
の
ご
教
示
、
本
原
稿
の
複
写
物
は
水
野
真

理
子
氏
か
ら
ご
提
供
、
ま
た
翻
刻
作
業
に
は
、
逸
見
久
美
氏
か
ら

助
言
を
い
た
だ
い
た
。
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。 
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表
記
に
つ
い
て 

 

本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
記
載
、
形
式
を
で
き
る
限
り

再
現
し
た
。
原
本
が
執
筆
さ
れ
た
一
九
五
六
年
頃
は
新
旧
仮
名
遣

い
、
新
旧
漢
字
が
混
同
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
翁
久
允
も
新
仮

名
遣
い
、
新
漢
字
で
書
こ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
混

同
が
生
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
仮
名
や
漢
字
の
新
旧
の
い
ず
れ

か
へ
の
統
一
は
敢
え
て
行
わ
ず
、
原
本
表
記
を
優
先
し
た
。 

一 

漢
字
は
、
旧
字
体
の
も
の
も
含
め
て
、
フ
ォ
ン
ト
の
可
能
な

限
り
原
本
記
載
の
通
り
表
記
す
る
。 

二 

変
体
が
な
・
漢
字
で
難
読
と
思
わ
れ
る
も
の
や
越
中
人
で
あ

る
翁
久
允
の
「
い
」
音
と
「
え
」
音
の
混
同
と
思
わ
れ
る
部
分
に

は
［  

］
内
に
仮
名
を
付
し
た
。 

三 

か
な
遣
い
、
送
り
が
な
、
拗
音
・
促
音
の
表
記
は
原
本
記
載

の
通
り
と
す
る
。
た
だ
し
濁
点
が
な
く
難
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
は
濁
点
を
補
う
。 

四 

お
ど
り
字
は
、
原
本
記
載
の
通
り
と
す
る
。 

五 

振
り
が
な
・
傍
点
・
傍
線
は
原
本
記
載
の
通
り
と
す
る
。 

六 

補
い
う
る
脱
字
並
び
に
空
白
箇
所
、
補
足
事
項
は
［  

］
で

補
う
。
ま
た
、
単
純
な
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、  マ

マ

を
附
す
。  

七 

筆
者
に
は
判
読
不
能
な
文
字
は
、
□
と
す
る
。 

（
文
中
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
表
現
が

み
ら
れ
る
が
、
時
代
背
景
や
記
録
の
性
質
、
著
者
や
登
場
人
物
が

他
界
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
、
原
本
通
り
の
記
載
と
す
る
。） 

安
孫
子
久
太
郞
翁
と
私 

翁
久
允 

  

千
九
百
十
五
年
、

桑

港

［
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
］

に
世
界
大
博
覽
會
一
〇

が
開
催
さ
れ

る
と
言
ふ
の
で
、
そ
の
頃
ま
で
シ
ヤ
ト
ル
一
一

に
い
た
私
達
に
ハ
桑

港
は
大
き
な
魅
力
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
遂
に
そ
の
魅
力
に
誘
ハ
れ

て
私
も
南
下
し
た
の
だ
が
、
第
一
に
訪
ふ
た
の
ハ
新
世
界
新
聞
一
二

の
松
原
木
公
一
三

君
で
あ
り
、
次
ぎ
に
日
米
新
聞
の
山
中
曲
江
一
四

君

で
あ
つ
た
。
二
人
と
も
シ
ヤ
ト
ル
時
代
の
先
輩
で
、
木
公
さ
ん
は

新
世
界
の
、
曲
江
さ
ん
は
日
米
の
主
筆
で
あ
つ
た
。
何
よ
り
も
最

初
に
感
じ
た
こ
と
ハ
シ
ヤ
ト
ル
に
比
べ
て
桑
港
の
同
胞
社
會
ハ
老

成
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
日
本
化
し
、
そ
し
て
風
俗

習
慣
に
も
日
本
的
情
實
が
濃
厚
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ハ
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ヤ
州
全
体
の
同
胞
労
働
者
農
民
の
年
齡
ハ
シ
ヤ
ト
ル
を
中
心
と
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に
記
し
て
い
る
。 

 

在
米
の
岡
繁
樹
が
日
米
新
聞
社
長
だ
つ
た
「
安
孫
子
久
太

郎
」
と
い
う
本
を
出
す
の
で
、
そ
れ
に
交
友
及
感
想
を
書
い

て
く
れ
と
原
稿
用
紙
を
お
く
つ
て
来
た
か
ら
早
速
書
き
出
し

三
十
枚
ば
か
り
で
ま
と
め
る
五 

 

ま
た
本
原
稿
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
に
引
用
す
る
岡
繁
樹
宛

の
手
紙
が
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
。 

   

岡
繁
樹
君 

   

原
稿
用
紙
が
届
け
ら
れ
た
の
で
、
十
月
頃
に
出
版
と
き
い

て
い
た
し
、
お
く
れ
る
と
迷
惑
さ
れ
る
だ
ら
う
と
思
ひ
、
早

速
書
き
出
し
た
が
、
ま
と
ま
り
も
つ
か
な
い
よ
う
な
も
の
に

な
つ
た
。 

し
か
し
、
私
の
見
た
安
孫
子
久
太
郞
と
し
て
一
隅
に
の
せ
て

く
れ
玉
へ 

  

本
が
出
來
た
ら
一
部
お
く
つ
て
く
れ
玉
へ 

  

他
か
ら
も
い
ろ

〱
の
見
方
が
届
く
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、

書
く
よ
う
な
人
々
が
多
く
亡
く
な
つ
た
。 

  

記
事
中
ま
ち
が
つ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
れ
ば
訂
正
し
て
下
さ

い
。 

 
 

 

九
月
八
日
、 

 
 
 

十
月
十
一
日
着
六 

 

本
原
稿
を
含
む
岡
繁
樹
が
依
頼
し
た
『
安
孫
子
久
太
郎
』
用
の

原
稿
は
、
岡
の
病
気
と
五
九
年
の
死
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
る
こ
と

が
な
く
、
岡
の
死
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
図

書
館
に
寄
贈
さ
れShigeki O

ka Papers, 1914-1957(sic.)

七

と
し
て
保
管
さ
れ
た
。 

 

そ
の
原
稿
の
存
在
を
広
く
知
ら
し
め
た
の
は
、
岡
繁
樹
の
甥
で

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
バ
ン
ク
日
米
資
料
室
室
長
で
あ

っ
た
岡
省
三
が
、
一
九
八
〇
年
に
叔
父
繁
樹
が
残
し
た
資
料
を
基

に
「
在
米
日
本
人
の
今
日
あ
る
を
夢
見
そ
の
生
涯
を
捧
げ
た
先
覚

者 

安
孫
子
久
太
郎
伝
」
及
び"Biography of K

yutaro Abiko: 
Issei Pioneer W

ith a D
ream

"

を
「
北
米
毎
日
新
聞
」
八

に
連
載

し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
評
伝
に
は
本
稿
原
本
の
一
部
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。 

 

岡
省
三
の
評
伝
の
存
在
は
、
翁
久
允
の
英
文
評
伝
九

の
著
者
で

あ
る
鳥
本
幾
子
氏
か
ら
の
ご
教
示
、
本
原
稿
の
複
写
物
は
水
野
真

理
子
氏
か
ら
ご
提
供
、
ま
た
翻
刻
作
業
に
は
、
逸
見
久
美
氏
か
ら

助
言
を
い
た
だ
い
た
。
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。 
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表
記
に
つ
い
て 

 

本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
記
載
、
形
式
を
で
き
る
限
り

再
現
し
た
。
原
本
が
執
筆
さ
れ
た
一
九
五
六
年
頃
は
新
旧
仮
名
遣

い
、
新
旧
漢
字
が
混
同
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
翁
久
允
も
新
仮

名
遣
い
、
新
漢
字
で
書
こ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
混

同
が
生
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
仮
名
や
漢
字
の
新
旧
の
い
ず
れ

か
へ
の
統
一
は
敢
え
て
行
わ
ず
、
原
本
表
記
を
優
先
し
た
。 

一 

漢
字
は
、
旧
字
体
の
も
の
も
含
め
て
、
フ
ォ
ン
ト
の
可
能
な

限
り
原
本
記
載
の
通
り
表
記
す
る
。 

二 

変
体
が
な
・
漢
字
で
難
読
と
思
わ
れ
る
も
の
や
越
中
人
で
あ

る
翁
久
允
の
「
い
」
音
と
「
え
」
音
の
混
同
と
思
わ
れ
る
部
分
に

は
［  

］
内
に
仮
名
を
付
し
た
。 

三 

か
な
遣
い
、
送
り
が
な
、
拗
音
・
促
音
の
表
記
は
原
本
記
載

の
通
り
と
す
る
。
た
だ
し
濁
点
が
な
く
難
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
は
濁
点
を
補
う
。 

四 

お
ど
り
字
は
、
原
本
記
載
の
通
り
と
す
る
。 

五 

振
り
が
な
・
傍
点
・
傍
線
は
原
本
記
載
の
通
り
と
す
る
。 

六 

補
い
う
る
脱
字
並
び
に
空
白
箇
所
、
補
足
事
項
は
［  

］
で

補
う
。
ま
た
、
単
純
な
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、  マ

マ

を
附
す
。  

七 

筆
者
に
は
判
読
不
能
な
文
字
は
、
□
と
す
る
。 

（
文
中
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
表
現
が

み
ら
れ
る
が
、
時
代
背
景
や
記
録
の
性
質
、
著
者
や
登
場
人
物
が

他
界
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
、
原
本
通
り
の
記
載
と
す
る
。） 

安
孫
子
久
太
郞
翁
と
私 

翁
久
允 

  

千
九
百
十
五
年
、

桑

港

［
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
］

に
世
界
大
博
覽
會
一
〇

が
開
催
さ
れ

る
と
言
ふ
の
で
、
そ
の
頃
ま
で
シ
ヤ
ト
ル
一
一

に
い
た
私
達
に
ハ
桑

港
は
大
き
な
魅
力
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
遂
に
そ
の
魅
力
に
誘
ハ
れ

て
私
も
南
下
し
た
の
だ
が
、
第
一
に
訪
ふ
た
の
ハ
新
世
界
新
聞
一
二

の
松
原
木
公
一
三

君
で
あ
り
、
次
ぎ
に
日
米
新
聞
の
山
中
曲
江
一
四

君

で
あ
つ
た
。
二
人
と
も
シ
ヤ
ト
ル
時
代
の
先
輩
で
、
木
公
さ
ん
は

新
世
界
の
、
曲
江
さ
ん
は
日
米
の
主
筆
で
あ
つ
た
。
何
よ
り
も
最

初
に
感
じ
た
こ
と
ハ
シ
ヤ
ト
ル
に
比
べ
て
桑
港
の
同
胞
社
會
ハ
老

成
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
日
本
化
し
、
そ
し
て
風
俗

習
慣
に
も
日
本
的
情
實
が
濃
厚
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ハ
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ヤ
州
全
体
の
同
胞
労
働
者
農
民
の
年
齡
ハ
シ
ヤ
ト
ル
を
中
心
と
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し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
よ
り
も
十
五
年
乃
至
二
十
年
ほ
ど
高
く
、
そ

し
て
布
哇

［
ハ
ワ
イ
］

移
民
が
多
か
つ
た
か
ら
農
園
の
地
盤
な
ど
ハ
北
方
よ
り

も
堅
く
、
そ
の
為
め
排
日
の
嵐
が
强
く
、
排
日
問
題
の
中
心
地
で

も
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
シ
ヤ
ト
ル
か
ら
見
る
と
苦
労
人

型
の
人
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
た
が
同
時
に
文
化
程
度
と
言
う
か

知
識
程
度
と
い
う
か
、
さ
う
い
つ
た
も
の
が
シ
ヤ
ト
ル
地
方
の
連

中
よ
り
低
い
よ
う
に
受
取
れ
た
。 

  

桑
港
に
ハ
御
三
家
と
い
う
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
れ
は
日
本
を
背

景
と
し
た
一
大
勢
力
で
、
卽
ち
総
領
事
館
、
三
井
物
產
、
東
洋
汽

船
會
社
一
五

の
三
代
表
者
で
あ
つ
た
。
あ
と
か
ら
正
金
銀
行
一
六

な
ど

も
同
格
に
な
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
殿
樣
的
な
存
在
は
加
州
同
胞
を

領
民
的
に
見
下
ろ
し
て
い
た
。
か
う
し
た
日
本
の
封
建
的
な
感
情

を
色
づ
け
た
グ
ル
ー
プ
を
背
景
と
し
て
在
米
日
本
人
會
は
加
州
各

地
域
の
日
本
人
會
を
統
一
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
會
長
は
ポ
テ

ト
・
キ
ン
グ
の
牛
島
謹
爾
一
七

で
あ
つ
た
。
牛
島
は
バ
ー
ク
レ
ー
に

豪
壯
な
邸
宅
を
構
え
、
ス
タ
ク
ト
ン
河
下
の
開
拓
者
と
し
て
全
米

的
に
著
名
な
人
物
で
あ
つ
た
し
在
米
同
胞
社
會
か
ら
見
る
と
傑
出

し
た
成
功
者
あ
つ
た
。
彼
は
「
別
天
地
」一
八

と
號
し
て
漢
詩
を

嗜
［
た
し
な
］

み
、
そ
の
詩
篇
を

蒐
［
あ
つ
］

め
て
上
梓
一
九

し
た
ほ
ど
だ
か
ら
思
想
的
に

ハ
全
く
東
洋
人
で
あ
つ
た
。
風
貌
も
立
派
で
あ
つ
た
し
、
ジ
ヨ
ウ

ジ
・
シ
マ
と
言
つ
た
ら
米
人
と
相

［
あ
い

倂
な
ら
］

ん
で
も
遜
色
が
な
か
つ
た
。

総
領
事
館
ハ
勿
論
の
こ
と
御
三
家
御
四
家
と
ハ
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
在
米
日
本
人
會
は
、
だ
か
ら
日
本
の
ス
パ
イ
で
な
い
ま
で
も
、

日
本
の
御
用
機
関
化
し
て
い
た
。
そ
れ
ハ
會
長
牛
島
の
人
柄
に
適

し
て
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。 

  

ポ
テ
ト
・
キ
ン
グ
で
あ
つ
た
牛
島
謹
爾
は
同
時
に
ジ
ヤ
パ
ニ
ー

ズ
・
キ
ン
グ
で
も
あ
つ
た
。
日
本
か
ら
の
高
名
な
陸
海
軍
大
將
格

や
総
理
大
臣
以
下
の
大
官
を
初
め
大
實
業
家
、
学
者
、
其
他
當
時

の
欧
米
視
察
者
も
し
く
ハ
硏
究
家
で
こ
の
牛
島
謹
爾
を

訪
［
と
ぶ
ら
］

ハ
な

い
も
の
ハ
殆
ど
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
ハ
牛
島
と
接
し
て
そ

の
尨
大
な
農
園
を
見
せ
ら
れ
た
り
、
邸
宅
で
晚
餐
の
歡
迎
を
受
け

た
り
は
し
た
け
れ
ど
、
日
米
関
係
や
日
本
移
民
の
運
命
や
、
排
日

問
題
へ
の
對
策
や
に
つ
い
て
は
彼
か
ら
何
を
も
聞
く
こ
と
が
出
來

な
か
つ
た
。
さ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
是
非
逢
つ
て
見
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
人
物
ハ
他
に
あ
つ
た
。
そ
れ
は
日
米
新
聞
社
長
安
孫
子
久

太
郞
二
〇

で
あ
つ
た
。 

  
在
米
日
本
人
會
長
な
ど
言
ふ
位
置
は
當
然
こ
の
安
孫
子
久
太
郞

の
よ
う
な
人
を
据
え
て
お
く
べ
き
で
あ
つ
た
が
、
彼
に
ハ
據
大
な

理
想
が
あ
り
、
思
想
が
進
步
的
で
あ
つ
た
為
め
に
所
謂
御
三
家
や
、

そ
し
て
布
哇
移
民
的
保
守
系
に
ハ
餘
り
に
も
飛
躍
し
て
い
た
為
め
、

- 5 - 

一
般
的
に
ハ
容
れ
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
進
步
的
な
靑
年
達

ハ
安
孫
子
の
膝
下
に
集
つ
た
。
日
米
新
聞
は
そ
の
為
め
發
展
し
、

新
世
界
新
聞
ハ
創
立
が
古
る
か
つ
た
け
れ
ど
逆
に
こ
れ
に
及
ば
な

か
つ
た
。
こ
の
二
つ
の
新
聞
の
流
れ
が
加
州
に
お
い
て
ハ
對
立
の

姿
と
な
り
、
あ
と
か
ら
多
少
の
変
化
が
あ
つ
た
け
れ
ど
日
米
新
聞

は
反
御
三
家
的
と
な
り
、
新
世
界
は
支
持
派
と
な
つ
た
。 

  

反
御
三
家
的
な
思
想
ハ
當
然
反
日
本
的
に
解
さ
れ
た
。
安
孫
子

ハ
ク
リ
シ
チ
ヤ
ン
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
在
米
の
保
守
的
移
民
の
多

く
ハ
佛
敎
徒
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
在
米
日
本
人
會
を
初
め
と
し
て

各
地
域
日
本
人
會
の
幹
部
級
ハ
殆
ど
こ
の
佛
敎
徒
的
保
守
派
で
占

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
基
［
督
］
敎
徒
で
な
く
て
も
進

步
的
な
靑
壯
年
達
ハ
議
論
は
上
手
で
あ
り
、
筆
も
達
者
で
あ
つ
た

が
、
實
力
的
に
ハ
佛
徒
的
保
守
派
に
叶
は
な
か
つ
た
。
世
界
の
ど

こ
で
も
人
情
ハ
一
つ
で
、
金
の
あ
る
方
へ
は
愚
象
が
つ
い
て
ゆ
く

も
の
で
あ
る
。
安
孫
子
久
太
郞
の
日
米
新
聞
は
發
展
し
て
行
つ
た

が
社
長
自
身
は
い
つ
も
貧
乏
だ
つ
た
。
そ
の
貧
乏
も
日
米
の
財
政

か
ら
言
つ
た
ら
貧
乏
な
筈
が
な
か
つ
た
の
だ
が
、
理
想
家
で
あ
つ

た
彼
ハ
金
が
出
來
れ
ば
い
つ
も
そ
れ
の
二
倍
も
三
倍
も
の
計
画
を

立
て
る
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ハ
私
慾
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本

民
族
將
來
の
發
展
と
言
つ
た
と
こ
ろ
に
眼
目
が
あ
つ
た
。 

  

恰
度
私
が
南
下
し
た
千
九
百
十
五
年
の
二
年
前
は 

日
本
人
土

地
所
有
禁
止
と
言
つ
た
排
日
法
案
二
一

が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
の
實
施

前
に
リ
ビ
ン
ク
ス
ト
ン
の
荒
野
を
買
ひ
込
み
「
ヤ
マ
ト
・
コ
ロ
ニ

ー
」
二
二

と
稱
し
て
所
謂
新
ら
し
い
村
作
り
の
計
画
を
た
て
ゝ
進
步

的
な
靑
壯
年
を
選
ん
で
開
拓
さ
し
た
の
で
あ
つ
た
。
か
ゝ
る
計
画

ハ
當
時
の
御
三
家
的
な
、
そ
し
て
保
守
的
な
在
米
移
民
の
頭
に
は

無
鐵
砲
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
彼
ら
ハ
日
米
戦
争
を
豫
想
し
て
い
た

し
、
又
米
國
へ
來
た
の
ハ
稼
ぎ
に
來
た
の
で
永
住
す
る
つ
も
り
ハ

な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
安
孫
子
ハ
米
國
へ
來
た
以
上
は

米
國
の
土
と
化
す
る
。
そ
し
て
日
本
民
族
の
根
を
は
や
す
と
言
ふ

の
が
考
え
方
の
基
本
で
あ
つ
た
。 

  

牛
島
は
土
地
を
借
り
て
農
園
を
開
拓
し
、
そ
れ
で
儲
け
て
富
を

作
る
と
い
う
の
が
主
義
で
あ
つ
た
が
、
安
孫
子
ハ
土
地
を
自
分
の

も
の
に
し
て
そ
こ
に
根
を
お
ろ
す
。
そ
の
為
め
十
年
内
外
ハ
苦
労

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
苦
労
を

凌
［
し
の
］

い
だ
ら
他
日
必
ず
成
功
者
と
な
れ

る
と
い
う
主
義
だ
つ
た
。
が
、
最
初
ハ
そ
の
說
に
惚
れ
込
ん
で
靑

壯
年
達
ハ
入
植
し
た
が
中
々
終
り
を
完
了
せ
得
な
か
つ
た
。
中
途

で
ボ
ロ

〱
か
け
て
行
つ
た
り
、
又
堪
え
ら
れ
な
い
苦
労
に
悩
ん

だ
結
果
安
孫
子
を
恨
む
聲
も
出
て
來
た
。
さ
う
な
る
と
、「
そ
れ
見

た
か
」
と
借
地
で
一
時
的
な
百
姓
を
や
つ
て
い
る
人
達
や
保
守
的
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し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
よ
り
も
十
五
年
乃
至
二
十
年
ほ
ど
高
く
、
そ

し
て
布
哇

［
ハ
ワ
イ
］

移
民
が
多
か
つ
た
か
ら
農
園
の
地
盤
な
ど
ハ
北
方
よ
り

も
堅
く
、
そ
の
為
め
排
日
の
嵐
が
强
く
、
排
日
問
題
の
中
心
地
で

も
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
シ
ヤ
ト
ル
か
ら
見
る
と
苦
労
人

型
の
人
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
た
が
同
時
に
文
化
程
度
と
言
う
か

知
識
程
度
と
い
う
か
、
さ
う
い
つ
た
も
の
が
シ
ヤ
ト
ル
地
方
の
連

中
よ
り
低
い
よ
う
に
受
取
れ
た
。 

  

桑
港
に
ハ
御
三
家
と
い
う
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
れ
は
日
本
を
背

景
と
し
た
一
大
勢
力
で
、
卽
ち
総
領
事
館
、
三
井
物
產
、
東
洋
汽

船
會
社
一
五

の
三
代
表
者
で
あ
つ
た
。
あ
と
か
ら
正
金
銀
行
一
六

な
ど

も
同
格
に
な
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
殿
樣
的
な
存
在
は
加
州
同
胞
を

領
民
的
に
見
下
ろ
し
て
い
た
。
か
う
し
た
日
本
の
封
建
的
な
感
情

を
色
づ
け
た
グ
ル
ー
プ
を
背
景
と
し
て
在
米
日
本
人
會
は
加
州
各

地
域
の
日
本
人
會
を
統
一
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
會
長
は
ポ
テ

ト
・
キ
ン
グ
の
牛
島
謹
爾
一
七

で
あ
つ
た
。
牛
島
は
バ
ー
ク
レ
ー
に

豪
壯
な
邸
宅
を
構
え
、
ス
タ
ク
ト
ン
河
下
の
開
拓
者
と
し
て
全
米

的
に
著
名
な
人
物
で
あ
つ
た
し
在
米
同
胞
社
會
か
ら
見
る
と
傑
出

し
た
成
功
者
あ
つ
た
。
彼
は
「
別
天
地
」一
八

と
號
し
て
漢
詩
を

嗜
［
た
し
な
］

み
、
そ
の
詩
篇
を

蒐
［
あ
つ
］

め
て
上
梓
一
九

し
た
ほ
ど
だ
か
ら
思
想
的
に

ハ
全
く
東
洋
人
で
あ
つ
た
。
風
貌
も
立
派
で
あ
つ
た
し
、
ジ
ヨ
ウ

ジ
・
シ
マ
と
言
つ
た
ら
米
人
と
相

［
あ
い

倂
な
ら
］

ん
で
も
遜
色
が
な
か
つ
た
。

総
領
事
館
ハ
勿
論
の
こ
と
御
三
家
御
四
家
と
ハ
密
接
な
関
係
が
あ

り
、
在
米
日
本
人
會
は
、
だ
か
ら
日
本
の
ス
パ
イ
で
な
い
ま
で
も
、

日
本
の
御
用
機
関
化
し
て
い
た
。
そ
れ
ハ
會
長
牛
島
の
人
柄
に
適

し
て
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。 

  

ポ
テ
ト
・
キ
ン
グ
で
あ
つ
た
牛
島
謹
爾
は
同
時
に
ジ
ヤ
パ
ニ
ー

ズ
・
キ
ン
グ
で
も
あ
つ
た
。
日
本
か
ら
の
高
名
な
陸
海
軍
大
將
格

や
総
理
大
臣
以
下
の
大
官
を
初
め
大
實
業
家
、
学
者
、
其
他
當
時

の
欧
米
視
察
者
も
し
く
ハ
硏
究
家
で
こ
の
牛
島
謹
爾
を

訪
［
と
ぶ
ら
］

ハ
な

い
も
の
ハ
殆
ど
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
ハ
牛
島
と
接
し
て
そ

の
尨
大
な
農
園
を
見
せ
ら
れ
た
り
、
邸
宅
で
晚
餐
の
歡
迎
を
受
け

た
り
は
し
た
け
れ
ど
、
日
米
関
係
や
日
本
移
民
の
運
命
や
、
排
日

問
題
へ
の
對
策
や
に
つ
い
て
は
彼
か
ら
何
を
も
聞
く
こ
と
が
出
來

な
か
つ
た
。
さ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
是
非
逢
つ
て
見
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
人
物
ハ
他
に
あ
つ
た
。
そ
れ
は
日
米
新
聞
社
長
安
孫
子
久

太
郞
二
〇

で
あ
つ
た
。 

  

在
米
日
本
人
會
長
な
ど
言
ふ
位
置
は
當
然
こ
の
安
孫
子
久
太
郞

の
よ
う
な
人
を
据
え
て
お
く
べ
き
で
あ
つ
た
が
、
彼
に
ハ
據
大
な

理
想
が
あ
り
、
思
想
が
進
步
的
で
あ
つ
た
為
め
に
所
謂
御
三
家
や
、

そ
し
て
布
哇
移
民
的
保
守
系
に
ハ
餘
り
に
も
飛
躍
し
て
い
た
為
め
、
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一
般
的
に
ハ
容
れ
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
進
步
的
な
靑
年
達

ハ
安
孫
子
の
膝
下
に
集
つ
た
。
日
米
新
聞
は
そ
の
為
め
發
展
し
、

新
世
界
新
聞
ハ
創
立
が
古
る
か
つ
た
け
れ
ど
逆
に
こ
れ
に
及
ば
な

か
つ
た
。
こ
の
二
つ
の
新
聞
の
流
れ
が
加
州
に
お
い
て
ハ
對
立
の

姿
と
な
り
、
あ
と
か
ら
多
少
の
変
化
が
あ
つ
た
け
れ
ど
日
米
新
聞

は
反
御
三
家
的
と
な
り
、
新
世
界
は
支
持
派
と
な
つ
た
。 

  

反
御
三
家
的
な
思
想
ハ
當
然
反
日
本
的
に
解
さ
れ
た
。
安
孫
子

ハ
ク
リ
シ
チ
ヤ
ン
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
在
米
の
保
守
的
移
民
の
多

く
ハ
佛
敎
徒
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
在
米
日
本
人
會
を
初
め
と
し
て

各
地
域
日
本
人
會
の
幹
部
級
ハ
殆
ど
こ
の
佛
敎
徒
的
保
守
派
で
占

め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
基
［
督
］
敎
徒
で
な
く
て
も
進

步
的
な
靑
壯
年
達
ハ
議
論
は
上
手
で
あ
り
、
筆
も
達
者
で
あ
つ
た

が
、
實
力
的
に
ハ
佛
徒
的
保
守
派
に
叶
は
な
か
つ
た
。
世
界
の
ど

こ
で
も
人
情
ハ
一
つ
で
、
金
の
あ
る
方
へ
は
愚
象
が
つ
い
て
ゆ
く

も
の
で
あ
る
。
安
孫
子
久
太
郞
の
日
米
新
聞
は
發
展
し
て
行
つ
た

が
社
長
自
身
は
い
つ
も
貧
乏
だ
つ
た
。
そ
の
貧
乏
も
日
米
の
財
政

か
ら
言
つ
た
ら
貧
乏
な
筈
が
な
か
つ
た
の
だ
が
、
理
想
家
で
あ
つ

た
彼
ハ
金
が
出
來
れ
ば
い
つ
も
そ
れ
の
二
倍
も
三
倍
も
の
計
画
を

立
て
る
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ハ
私
慾
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本

民
族
將
來
の
發
展
と
言
つ
た
と
こ
ろ
に
眼
目
が
あ
つ
た
。 

  

恰
度
私
が
南
下
し
た
千
九
百
十
五
年
の
二
年
前
は 

日
本
人
土

地
所
有
禁
止
と
言
つ
た
排
日
法
案
二
一

が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
の
實
施

前
に
リ
ビ
ン
ク
ス
ト
ン
の
荒
野
を
買
ひ
込
み
「
ヤ
マ
ト
・
コ
ロ
ニ

ー
」
二
二

と
稱
し
て
所
謂
新
ら
し
い
村
作
り
の
計
画
を
た
て
ゝ
進
步

的
な
靑
壯
年
を
選
ん
で
開
拓
さ
し
た
の
で
あ
つ
た
。
か
ゝ
る
計
画

ハ
當
時
の
御
三
家
的
な
、
そ
し
て
保
守
的
な
在
米
移
民
の
頭
に
は

無
鐵
砲
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
彼
ら
ハ
日
米
戦
争
を
豫
想
し
て
い
た

し
、
又
米
國
へ
來
た
の
ハ
稼
ぎ
に
來
た
の
で
永
住
す
る
つ
も
り
ハ

な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
安
孫
子
ハ
米
國
へ
來
た
以
上
は

米
國
の
土
と
化
す
る
。
そ
し
て
日
本
民
族
の
根
を
は
や
す
と
言
ふ

の
が
考
え
方
の
基
本
で
あ
つ
た
。 

  

牛
島
は
土
地
を
借
り
て
農
園
を
開
拓
し
、
そ
れ
で
儲
け
て
富
を

作
る
と
い
う
の
が
主
義
で
あ
つ
た
が
、
安
孫
子
ハ
土
地
を
自
分
の

も
の
に
し
て
そ
こ
に
根
を
お
ろ
す
。
そ
の
為
め
十
年
内
外
ハ
苦
労

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
苦
労
を

凌
［
し
の
］

い
だ
ら
他
日
必
ず
成
功
者
と
な
れ

る
と
い
う
主
義
だ
つ
た
。
が
、
最
初
ハ
そ
の
說
に
惚
れ
込
ん
で
靑

壯
年
達
ハ
入
植
し
た
が
中
々
終
り
を
完
了
せ
得
な
か
つ
た
。
中
途

で
ボ
ロ

〱
か
け
て
行
つ
た
り
、
又
堪
え
ら
れ
な
い
苦
労
に
悩
ん

だ
結
果
安
孫
子
を
恨
む
聲
も
出
て
來
た
。
さ
う
な
る
と
、「
そ
れ
見

た
か
」
と
借
地
で
一
時
的
な
百
姓
を
や
つ
て
い
る
人
達
や
保
守
的
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な
人
達
か
ら
ハ

嘲
［
あ
ざ
］

け
ら
れ
た
。
そ
し
て
世
界
大
博
覽
會
が
桑
港

に
あ
る
と
い
う
華
や
か
な
そ
の
年
で
も
、
安
孫
子
の
財
政
的
窮
狀

ハ
そ
の
極
に
あ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
彼
ハ
そ
の
窮
狀
を

オ
ク
ビ
に
出
さ
な
つ
か
つ
た
。
そ
し
て
い
つ
も
楽
天
主
義
を
振
り

舞
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
餘
り
に
も
楽
天
的
な
の
に
彼
の
膝

下
に
集
ま
つ
た
有
能
な
靑
壯
年
達
の
中
で
も
見
切
つ
て
日
本
へ
歸

つ
た
り
、
他
に
轉
じ
た
り
し
た
も
の
が
あ
つ
た
。 

    

私
ハ
初
め
て
安
孫
子
久
太
郞
と
い
う
人
物
に
逢
つ
た
の
ハ
山
中

曲
江
夫
妻
と
共
に
一
夕
晚
餐
に
呼
ば
れ
た
時
で
あ
つ
た
。
若
い
時

に
は
何
で
も
働
ら
い
て
來
た
と
言
つ
た
よ
う
な
大
き
な
ガ
ツ
チ
リ

し
た
手
で
私
の
手
を
握
り
、
柔
和
な
笑
を
両
眼
の
目
尻
に

湛
［
た
た
］

え
、

口
髭
も
頭
髮
も
半
白
に
な
つ
た
小
肥
り
の
堂
々
た
る
偉
丈
夫
的
な

紳
士
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
夜
更
く
る
ま
で
大
和

ヤ

マ

ト

植
民
地

コ

ロ

ニ

ー

論
を
聞
か

さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
シ
ヤ
ト
ル
の
書
生
生
活
か
ら
、
初
め
て
桑

港
に
下
つ
て
來
た
私
に
ハ
そ
の
所
論
や
趣
旨
ハ
よ
く
呑
み
込
め
な

か
つ
た
。
し
か
し
山
中
曲
江
ハ
も
う
六
七
年
も
前
か
ら
來
て
い
る

の
だ
か
ら
、
社
長
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
が
解
つ
て
い
た
し
、
そ

れ
に
共
鳴
し
て
每
日
の
論
說
な
ど
も
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
私

の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
補
足
し
て
く
れ
た
り
し
た
。
何
か
し
ら
、

私
は
こ
の
人
物
に
ハ
尊
敬
す
べ
き
大
き
な
も
の
が
あ
る
よ
う
な
感

じ
を
も
つ
て
わ
か
れ
、
そ
し
て
加
州
で
ハ
最
初
の
職
業
地
で
あ
つ

た
ス
タ
ク
ト
ン
二
三

に
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。 

  

ス
タ
ク
ト
ン
に
佐
伯
便
利
社
二
四

と
い
う
の
が
あ
つ
て
、
新
世
界

の
松
原
木
公
の
推
薦
で
そ
の
社
が
出
版
し
て
い
る
「
太
平
楽
」
二
五

と
い
う
雜
誌
の
編
集
者
と
し
て
や
つ
て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
佐
伯

社
長
二
六

ハ
鄕
里
廣
島
で
印
刷
所
を
も
つ
て
お
り
、
そ
こ
で
發
行
す

る
雜
誌
を
加
州
に
散
布
し
て
い
る
廣
島
縣
人
二
七

に
賣
り
込
む
為

め
ア
メ
リ
カ
で
編
集
す
る
と
言
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
こ
へ
行

つ
て
み
る
と
、
サ
ン
オ
ー
キ
ン
河
の
所
謂
河
下
と
い
う
と
こ
ろ
は

ポ
テ
ト
・
キ
ン
グ
牛
島
の
大
農
園
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

河
下
の
一
部
に
農
園
を
経
営
し
て
い
た
林
甚
之
丞
二
八

と
言
ふ
短

身
小
躯

［
こ
が
ら
］

で
は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
地
方
の
進
步
的
、
文
化
的
な
靑

壯
年
の
中
心
と
な
つ
て
い
る
人
に
逢
つ
た
。
彼
ハ
安
孫
子
久
太
郞

黨
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
日
米
支
社
や
、
敎
會
を
中
心
と
し
て
私
達

が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
つ
た
。
そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
を
た
ど

つ
て
桑
港
か
ら
い
ろ

〱
な
人
が
や
つ
て
來
た
が
、
そ
れ
が
所
謂

日
米
系
の
人
達
だ
つ
た
。
だ
ん

〱
わ
か
つ
て
來
た
こ
と
は
、
シ

ヤ
ト
ル
時
代
に
ハ
殆
ど
觸
れ
て
い
な
か
つ
た
思
想
囘
訪
が
加
州
の
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一
部
に
潛
行
的
だ
つ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
シ
ア
ト
ル
の
若
い
連
中

は
文
学
的
だ
つ
た
が
、
桑
港
を
中
心
と
し
た
加
州
は
文
学
的
と
言

ふ
よ
り
か
思
想
的
だ
つ
た
。
そ
れ
ハ
幸
德
秋
水
二
九

と
か
片
山
潛
三
〇

と
か
河
上
淸
三
一

な
ど
の
影
響
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
安
孫

子
さ
ん
ハ
社
會
主
義
者
で
は
な
か
つ
た
が
、
彼
ら
の
進
步
的
な
議

論
を
容
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
ら
の
出
入
り
も
許
し
て

い
た
。
さ
う
い
う
雰
囲
氣
が
、
保
守
派
方
面
か
ら
疑
の
目
を
も
つ

て
す
る
と
、
安
孫
子
一
派
と
い
う
も
の
ハ
祖
國
に
反
逆
心
で
も
抱

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
つ
た
。 

  

當
時
在
米
同
胞
社
會
に
も
日
本
の
ス
パ
イ
的
な
存
在
が
あ
つ
て
、

社
會
主
義
的
傾
向
の
あ
る
も
の
を
密
告
し
て
彼
ら
の
何
か
の
為
め

に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
つ
て
日
本
で
ハ
ブ
ラ
ツ
ク
リ

ス
ト
が
作
ら
れ
、
総
領
事
館
か
ら
各
地
の
領
事
館
へ
手
配
さ
れ
て

い
た
。
安
孫
子
社
長
は
そ
の
統
領
の
よ
う
に
沙
汰
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
安
孫
子
自
身
に
も
、
彼
を
中
心
と
し
た
進

步
的
な
靑
壯
分
子
に
も
祖
國
へ
の
反
逆
心
ど
こ
ろ
か
、
只
管

［
ひ
た
す
ら
］

日
本

民
族
の
海
外
發
展
策
が
眞
劍
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

と
か
く
日
本
人
は
内
地
で
も
さ
う
だ
が
、
進
步
的
な
思
想
を
も
つ

た
も
の
を
す
ぐ
國
賊
的
に
判
断
す
る
頑
迷
な
保
守
性
が
あ
つ
た
。

在
米
同
胞
社
會
で
の
さ
う
し
た
一
黨
と
言
ふ
か
一
派
と
言
つ
た
も

の
ハ
ロ
ク
に
英
語
も
し
や
べ
れ
な
い
し
、
英
字
新
聞
さ
へ
讀
め
な

い
連
中
で
、
日
本
の
講
談
本
を
耽
讀
し
た
り
、
日
本
か
ら
お
く
つ

て
く
る
新
聞
や
雜
誌
し
か
讀
ん
で
い
な
か
つ
た
。
そ
し
て
物
の
考

え
方
ハ
日
本
中
心
主
義
で
、
世
界
と
言
つ
た
も
の
に
目
を
開
か
う

と
し
な
か
つ
た
。
さ
う
い
つ
た
意
味
で
安
孫
子
久
太
郞
は
彼
の
時

代
の
同
胞
中
で
も
米
人
と
膝
を
交
え
て
自
由
に
會
話
す
る
こ
と
も

出
來
、
い
つ
も
進
步
的
な
英
書
や
雜
誌
な
ど
よ
ん
で
い
た
。
家
庭

で
も
余
奈
子
夫
人
三
二

ハ
津
田
梅
子
女
史
の
妹
さ
ん
で
あ
り
英
語

は
自
由
で
あ
つ
た
。
米
人
の
有
名
な
牧
師
や
学
者
や
政
治
家
な
ど

が
來
て
講
演
な
ど
や
る
時
ハ
夫
婦
で
必
ず
聞
き
に
行
つ
た
。
桑
港

に
ハ
そ
ん
な
家
庭
は
一
つ
も
な
か
つ
た
。 

  

安
孫
子
さ
ん
ハ
所
謂
親
日
家
と
稱
す
る
米
人
の
實
業
家
や
政
治

家
や
其
他
の
人
々
と
交
際
ハ
し
て
い
た
が
、
そ
の
人
達
に
心
服
は

し
て
い
な
か
つ
た
。
そ
れ
ハ
彼
ら
ハ
日
本
と
結
ん
で
何
か
の
利
益

を
得
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
か
、
た
ゞ
漫
然
と
日
本
が
好
き
だ
と

言
つ
た
贅
沢
な
連
中
だ
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
彼
ハ
寧
ろ

排
日
政
治
家
と
往
來
し
て
彼
ら
の
意
見
を
質
す
る
に
努
め
て
い
た
。

そ
し
て
排
日
家
の
言
ひ
分
に
ハ
米
人
と
し
て
の
眞
劍
さ
が
あ
り
、

彼
ら
の
說
を
理
解
し
て
日
本
及
在
米
問
題
が
反
省
す
べ
き
だ
と
言

う
の
が
結
論
で
あ
つ
た
。
さ
う
い
う
議
論
や
態
度
と
言
ふ
も
の
ハ
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な
人
達
か
ら
ハ

嘲
［
あ
ざ
］

け
ら
れ
た
。
そ
し
て
世
界
大
博
覽
會
が
桑
港

に
あ
る
と
い
う
華
や
か
な
そ
の
年
で
も
、
安
孫
子
の
財
政
的
窮
狀

ハ
そ
の
極
に
あ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
彼
ハ
そ
の
窮
狀
を

オ
ク
ビ
に
出
さ
な
つ
か
つ
た
。
そ
し
て
い
つ
も
楽
天
主
義
を
振
り

舞
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
餘
り
に
も
楽
天
的
な
の
に
彼
の
膝

下
に
集
ま
つ
た
有
能
な
靑
壯
年
達
の
中
で
も
見
切
つ
て
日
本
へ
歸

つ
た
り
、
他
に
轉
じ
た
り
し
た
も
の
が
あ
つ
た
。 

    

私
ハ
初
め
て
安
孫
子
久
太
郞
と
い
う
人
物
に
逢
つ
た
の
ハ
山
中

曲
江
夫
妻
と
共
に
一
夕
晚
餐
に
呼
ば
れ
た
時
で
あ
つ
た
。
若
い
時

に
は
何
で
も
働
ら
い
て
來
た
と
言
つ
た
よ
う
な
大
き
な
ガ
ツ
チ
リ

し
た
手
で
私
の
手
を
握
り
、
柔
和
な
笑
を
両
眼
の
目
尻
に

湛
［
た
た
］

え
、

口
髭
も
頭
髮
も
半
白
に
な
つ
た
小
肥
り
の
堂
々
た
る
偉
丈
夫
的
な

紳
士
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
夜
更
く
る
ま
で
大
和

ヤ

マ

ト

植
民
地

コ

ロ

ニ

ー

論
を
聞
か

さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
シ
ヤ
ト
ル
の
書
生
生
活
か
ら
、
初
め
て
桑

港
に
下
つ
て
來
た
私
に
ハ
そ
の
所
論
や
趣
旨
ハ
よ
く
呑
み
込
め
な

か
つ
た
。
し
か
し
山
中
曲
江
ハ
も
う
六
七
年
も
前
か
ら
來
て
い
る

の
だ
か
ら
、
社
長
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
が
解
つ
て
い
た
し
、
そ

れ
に
共
鳴
し
て
每
日
の
論
說
な
ど
も
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
私

の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
補
足
し
て
く
れ
た
り
し
た
。
何
か
し
ら
、

私
は
こ
の
人
物
に
ハ
尊
敬
す
べ
き
大
き
な
も
の
が
あ
る
よ
う
な
感

じ
を
も
つ
て
わ
か
れ
、
そ
し
て
加
州
で
ハ
最
初
の
職
業
地
で
あ
つ

た
ス
タ
ク
ト
ン
二
三

に
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。 

  

ス
タ
ク
ト
ン
に
佐
伯
便
利
社
二
四

と
い
う
の
が
あ
つ
て
、
新
世
界

の
松
原
木
公
の
推
薦
で
そ
の
社
が
出
版
し
て
い
る
「
太
平
楽
」
二
五

と
い
う
雜
誌
の
編
集
者
と
し
て
や
つ
て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
佐
伯

社
長
二
六

ハ
鄕
里
廣
島
で
印
刷
所
を
も
つ
て
お
り
、
そ
こ
で
發
行
す

る
雜
誌
を
加
州
に
散
布
し
て
い
る
廣
島
縣
人
二
七

に
賣
り
込
む
為

め
ア
メ
リ
カ
で
編
集
す
る
と
言
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
こ
へ
行

つ
て
み
る
と
、
サ
ン
オ
ー
キ
ン
河
の
所
謂
河
下
と
い
う
と
こ
ろ
は

ポ
テ
ト
・
キ
ン
グ
牛
島
の
大
農
園
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

河
下
の
一
部
に
農
園
を
経
営
し
て
い
た
林
甚
之
丞
二
八

と
言
ふ
短

身
小
躯

［
こ
が
ら
］

で
は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
地
方
の
進
步
的
、
文
化
的
な
靑

壯
年
の
中
心
と
な
つ
て
い
る
人
に
逢
つ
た
。
彼
ハ
安
孫
子
久
太
郞

黨
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
日
米
支
社
や
、
敎
會
を
中
心
と
し
て
私
達

が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
つ
た
。
そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
を
た
ど

つ
て
桑
港
か
ら
い
ろ

〱
な
人
が
や
つ
て
來
た
が
、
そ
れ
が
所
謂

日
米
系
の
人
達
だ
つ
た
。
だ
ん

〱
わ
か
つ
て
來
た
こ
と
は
、
シ

ヤ
ト
ル
時
代
に
ハ
殆
ど
觸
れ
て
い
な
か
つ
た
思
想
囘
訪
が
加
州
の
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一
部
に
潛
行
的
だ
つ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
シ
ア
ト
ル
の
若
い
連
中

は
文
学
的
だ
つ
た
が
、
桑
港
を
中
心
と
し
た
加
州
は
文
学
的
と
言

ふ
よ
り
か
思
想
的
だ
つ
た
。
そ
れ
ハ
幸
德
秋
水
二
九

と
か
片
山
潛
三
〇

と
か
河
上
淸
三
一

な
ど
の
影
響
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
安
孫

子
さ
ん
ハ
社
會
主
義
者
で
は
な
か
つ
た
が
、
彼
ら
の
進
步
的
な
議

論
を
容
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
ら
の
出
入
り
も
許
し
て

い
た
。
さ
う
い
う
雰
囲
氣
が
、
保
守
派
方
面
か
ら
疑
の
目
を
も
つ

て
す
る
と
、
安
孫
子
一
派
と
い
う
も
の
ハ
祖
國
に
反
逆
心
で
も
抱

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
つ
た
。 

  

當
時
在
米
同
胞
社
會
に
も
日
本
の
ス
パ
イ
的
な
存
在
が
あ
つ
て
、

社
會
主
義
的
傾
向
の
あ
る
も
の
を
密
告
し
て
彼
ら
の
何
か
の
為
め

に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
つ
て
日
本
で
ハ
ブ
ラ
ツ
ク
リ

ス
ト
が
作
ら
れ
、
総
領
事
館
か
ら
各
地
の
領
事
館
へ
手
配
さ
れ
て

い
た
。
安
孫
子
社
長
は
そ
の
統
領
の
よ
う
に
沙
汰
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
安
孫
子
自
身
に
も
、
彼
を
中
心
と
し
た
進

步
的
な
靑
壯
分
子
に
も
祖
國
へ
の
反
逆
心
ど
こ
ろ
か
、
只
管

［
ひ
た
す
ら
］

日
本

民
族
の
海
外
發
展
策
が
眞
劍
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

と
か
く
日
本
人
は
内
地
で
も
さ
う
だ
が
、
進
步
的
な
思
想
を
も
つ

た
も
の
を
す
ぐ
國
賊
的
に
判
断
す
る
頑
迷
な
保
守
性
が
あ
つ
た
。

在
米
同
胞
社
會
で
の
さ
う
し
た
一
黨
と
言
ふ
か
一
派
と
言
つ
た
も

の
ハ
ロ
ク
に
英
語
も
し
や
べ
れ
な
い
し
、
英
字
新
聞
さ
へ
讀
め
な

い
連
中
で
、
日
本
の
講
談
本
を
耽
讀
し
た
り
、
日
本
か
ら
お
く
つ

て
く
る
新
聞
や
雜
誌
し
か
讀
ん
で
い
な
か
つ
た
。
そ
し
て
物
の
考

え
方
ハ
日
本
中
心
主
義
で
、
世
界
と
言
つ
た
も
の
に
目
を
開
か
う

と
し
な
か
つ
た
。
さ
う
い
つ
た
意
味
で
安
孫
子
久
太
郞
は
彼
の
時

代
の
同
胞
中
で
も
米
人
と
膝
を
交
え
て
自
由
に
會
話
す
る
こ
と
も

出
來
、
い
つ
も
進
步
的
な
英
書
や
雜
誌
な
ど
よ
ん
で
い
た
。
家
庭

で
も
余
奈
子
夫
人
三
二

ハ
津
田
梅
子
女
史
の
妹
さ
ん
で
あ
り
英
語

は
自
由
で
あ
つ
た
。
米
人
の
有
名
な
牧
師
や
学
者
や
政
治
家
な
ど

が
來
て
講
演
な
ど
や
る
時
ハ
夫
婦
で
必
ず
聞
き
に
行
つ
た
。
桑
港

に
ハ
そ
ん
な
家
庭
は
一
つ
も
な
か
つ
た
。 

  

安
孫
子
さ
ん
ハ
所
謂
親
日
家
と
稱
す
る
米
人
の
實
業
家
や
政
治

家
や
其
他
の
人
々
と
交
際
ハ
し
て
い
た
が
、
そ
の
人
達
に
心
服
は

し
て
い
な
か
つ
た
。
そ
れ
ハ
彼
ら
ハ
日
本
と
結
ん
で
何
か
の
利
益

を
得
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
か
、
た
ゞ
漫
然
と
日
本
が
好
き
だ
と

言
つ
た
贅
沢
な
連
中
だ
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
彼
ハ
寧
ろ

排
日
政
治
家
と
往
來
し
て
彼
ら
の
意
見
を
質
す
る
に
努
め
て
い
た
。

そ
し
て
排
日
家
の
言
ひ
分
に
ハ
米
人
と
し
て
の
眞
劍
さ
が
あ
り
、

彼
ら
の
說
を
理
解
し
て
日
本
及
在
米
問
題
が
反
省
す
べ
き
だ
と
言

う
の
が
結
論
で
あ
つ
た
。
さ
う
い
う
議
論
や
態
度
と
言
ふ
も
の
ハ
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頭
か
ら
排
日
家
だ
と
言
え
ば
敵
視
し
た
り
、
彼
ら
の
議
論
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
い
連
中
に
と
つ
て
は
國
賊
的
に
見
え
、
又
ス
パ
イ

的
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
孫
子
さ
ん
ハ
日
本
の
政
治

が
墮
落
し
、
外
交
に
方
針
な
く
、
た
ゞ
軍
部
が
威
張
つ
て
る
だ
け

の
狀
態
に
對
し
て
は
眞
面
目
な
憂
慮
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

だ
か
ら
と
言
つ
て
日
本
に
革
命
を
起
こ
す
よ
う
な
運
動
を
や
ら
う

な
ど
言
ふ
氣
も
ち
が
あ
つ
た
の
で
な
く
、
在
米
同
胞
ハ
さ
う
い
つ

た
祖
國
に
た
よ
ら
な
い
で
、
在
米
同
胞
自
身
の
手
に
よ
つ
て
こ
の

移
民
地
で
成
功
し
、
移
民
地
を
植
民
地
化
す
べ
き
だ
。
在
米
同
胞

が
日
本
を
賴
つ
て
い
る
か
ら
排
斥
さ
れ
る
の
で
、
米
國
に
同
化
し

た
ら
農
園
経
営
で
も
各
種
の
労
働
で
も
他
民
族
よ
り
優
れ
て
い
る

日
本
人
だ
か
ら
必
ず
排
斥
を
喰
え

［
ひ
］

と
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ

を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
の
が
持
論
だ
つ
た
の
だ
。 

  

と
こ
ろ
が
在
米
同
胞
の
大
部
分
ハ
相
変
ら
ず
出
稼

［
で
か
せ
ぎ
］

根
性
で
あ

り
、
永
住
の
觀
念
が
な
く
、
儲
け
る
金
ハ
正
金
と
か
住
友
其
他
の

銀
行
機
関
を
通
じ
て
日
本
へ
送
金
し
、
殘
つ
た
金
で
生
活
し
て
い

る
か
ら
同
胞
社
會
の
日
常
生
活
は
貧
弱
で
あ
り
、
そ
れ
が
排
日
の

種
と
も
な
つ
た
。
日
本
で
ハ
米
國
で
の
稼
ぎ
金
を
少
し
で
も
送
ら

せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
し
て
諸
銀
行
の
支
店
が
そ
の
手
先
き
と

な
り
、
領
事
館
な
ど
ハ
在
米
同
胞
の
為
め
に
な
る
こ
と
よ
り
も
、

日
本
の
利
益
に
な
る
こ
と
以
外
何
も
取
扱
ハ
な
か
つ
た
の
で
あ
つ

た
。
そ
れ
が
安
孫
子
さ
ん
の
不
平
で
あ
つ
た
。
日
本
人
會
ハ
さ
う

し
た
領
事
館
を
中
心
と
し
て
そ
の
下
部
的
な
も
の
に
化
し
て
い
た

か
ら
さ
う
し
た
機
関
に
ハ
最
初
ハ
た
ず
さ
わ
つ
て
い
た
が
遂
に
ハ

顏
出
し
し
な
か
つ
た
。
そ
し
て
牛
島
謹
爾
を
中
心
と
し
て
旧
態
依

然
と
し
た
日
本
人
會
が
續
け
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。 

  

私
ハ
ス
タ
ク
ト
ン
に
い
て
時
々
桑
港
に
ゆ
き
、
又
林
甚
之
丞
君

な
ど
を
通
じ
て
加
州
の
同
胞
社
會
の
實
情
を
あ
ら
ま
し
知
り
得
た
。

ス
タ
ク
ト
ン
か
ら
一
時
間
餘
り
の
電
車
で
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
行
け

た
が
、
そ
の
中
間
に
フ
ロ
リ
ン
三
三

と
言
ふ
村
が
あ
り
、
こ
の
農
地

は
日
本
人
土
地
問
題
で
騷
ぎ
を
起
こ
し
た
と
こ
ろ
だ
つ
た
。
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
は
州
廳
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
市
や
河
下
地
方
を
中

心
と
し
て
三
四
千
の
同
胞
が
い
た
。
ス
タ
ク
ト
ン
よ
り
も
多
か
つ

た
。
そ
こ
に
日
米
新
聞
の
支
社
が
あ
つ
た
が
、
鷺
谷
南
强
三
四

と
い

う
人
が
長
を
し
て
い
た
。
彼
ハ
安
孫
子
幕
下
の
偉
才
だ
つ
た
が
、

前
に
言
つ
た
思
想
的
に
密
告
さ
れ
、
幸
德
秋
水
一
派
の
も
の
と
さ

れ
た
。
祖
國
の
官
憲
筋
が
彼
の
身
元
を
調
査
す
る
や
ら
内
偵
す
る

や
ら
し
、
そ
れ
が
日
米
新
聞
、
强
い
て
ハ
安
孫
子
社
長
の
身
邊
に

も
累
を
及
ぼ
す
と
言
つ
た
ほ
ど
緊
迫
し
て
來
た
の
で
彼
ハ
桑
港
か

ら
メ
キ
シ
コ
に
飛
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
當
時
メ
キ
シ
コ
に
は
内
亂
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が
起
こ
つ
て
い
た
が
彼
ハ
カ
ラ
ン
ザ
將
軍
三
五

の
幕
僚
と
な
つ
て

活
躍
を
や
つ
て
い
た
が
、
病
を
得
て
歸
つ
て
來
た
の
だ
。
歸
つ
て

ハ
來
た
が
元
の
日
米
本
社
に
行
く
と
前
の
関
係
も
あ
り
、
と
言
つ

て
安
孫
子
社
長
ハ
彼
を
何
と
か
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
へ
廻
は
し
た
の
だ
が
、
彼
ハ
さ
う
し
た
來
歷
の
持
主
で
あ

る
か
ら
一
般
同
胞
か
ら
見
る
と
頭
拔
け
た
風
格
を
も
つ
て
い
た
。

頭
腦
ハ
明
晰
で
あ
り
筆
力
も
爽
か
で
あ
り
、
話
術
に
も
長
け
て
い

た
。
日
米
支
社
を
中
心
と
し
て
い
ろ
ん
な
連
中
が
集
つ
た
が
、
そ

の
中
で
も
鷲
津
尺
魔
三
六

と
言
ふ
偉
丈
夫
が
あ
つ
た
。
彼
ハ
安
孫
子

久
太
郞
と
同
縣
の
新
潟
人
で
、
安
孫
子
の
性
格
ハ
呑
み
込
み
、
文

章
が
達
者
で
、
多
く
は
安
孫
子
の
代
筆
を
や
つ
て
い
た
が
、
何
處

で
勤
め
た
と
言
ふ
こ
と
も
な
く
、
何
を
働
ら
い
た
と
言
ふ
形
蹟
も

な
か
つ
た
が
い
つ
も
酒
に
浸
つ
て
い
た
。
そ
し
て
暇
と
相
手
さ
へ

あ
れ
ば
碁
を
打
つ
て
い
た
し
、
そ
れ
で
い
て
何
處
へ
行
つ
て
［
も
］ 

尺
魔
尺
魔
と
言
つ
て
人
か
ら
慕
は
れ
、
金
に
窮
し
た
ら
安
孫
子
か

ら
貰
つ
て
い
た
。
南
强
ハ
尺
魔
の
よ
う
な
だ
ら
し
な
さ
は
少
し
も

な
く
、
常
に
ネ
ク
タ
イ
を
き
し
り
と
し
め
服
裝
な
ど
も
整
え
て
い

た
。
日
米
本
社
ハ
山
中
曲
江
に
よ
つ
て
編
集
は
ガ
ツ
チ
リ
と
固
め

ら
れ
、
各
地
域
の
支
社
ハ
そ
れ
ぞ
れ
傑
出
し
た
人
物
を
配
さ
れ
て

い
た
か
ら
日
米
新
聞
の
勢
力
は
桑
港
世
界
博
以
來
同
胞
社
會
に
大

き
な
地
盤
を
作
り
出
し
た
。 

  

そ
れ
は
千
九
百
十
五
年
か
ら
七
八
年
か
け
て
の
時
代
で
第
一
次

大
戦
の
眞
最
中
で
あ
つ
た
。
日
本
ハ
聯
合
軍
と
し
て
米
國
と
結
ん

で
い
た
か
ら
排
日
運
動
も
鳴
り
を
静
め
て
い
た
。
そ
の
間
に
日
米

新
聞
ハ
益
々
發
展
し
た
が
、
當
時
朝
鮮
と
か
満
洲
な
ど
に
も
日
本

の
新
聞
社
三
七

が
あ
つ
た
が
、
さ
う
し
た
海
外
同
胞
社
會
の
新
聞
と

し
て
ハ
日
米
は
信
用
の
上
か
ら
も
財
力
の
上
か
ら
第
一
位
と
稱
せ

ら
れ
て
い
た
。
安
孫
子
社
長
ハ
人
生
と
し
て
働
ら
き
盛
り
の
頂
上

に
來
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の
願
望
で
あ
る
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の
大

和
植
民
地
を
完
成
し
よ
う
と
あ
せ
り
初
め
、
其
他
各
方
面
に
手
を

伸
ば
し
た
。
そ
れ
ハ
日
米
の
財
政
か
ら
見
る
と
無
理
な
計
画
ば
か

り
で
あ
つ
た
。
し
か
し
社
員
ハ
社
長
の
理
想
を
完
う
さ
せ
よ
う
と

し
て
忠
實
に
働
ら
き
応
援
し
た
が
、
戦
争
も
終
り
、
再
び
排
日
運

動
が
抬
頭
し
て
來
て
社
長
の
意
図
が
狂
ひ
初
め
て
來
た
。 

  

私
は
ス
タ
ク
ト
ン
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
日
本
人
會
幹
事
と
し

て
や
つ
て
來
た
と
き
ハ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
支
社
長
を
や
つ
て
い
た

の
ハ
島
内
逆
浪
三
八

と
言
う
た
佐
賀
人
で
日
露
戦
役
の
と
き
ハ
中

尉
と
か
大
尉
と
か
だ
つ
た
と
言
う
硬
骨
漢
で
安
孫
子
の
參
謀
役
だ

つ
た
。
彼
ハ
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の
外
に
ソ
ー
テ
ツ
植
民
地
三
九

を
始

め
た
の
で
社
長
の
理
想
を
實
現
す
べ
く
去
つ
た
あ
と
へ
私
に
來
て
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頭
か
ら
排
日
家
だ
と
言
え
ば
敵
視
し
た
り
、
彼
ら
の
議
論
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
い
連
中
に
と
つ
て
は
國
賊
的
に
見
え
、
又
ス
パ
イ

的
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
孫
子
さ
ん
ハ
日
本
の
政
治

が
墮
落
し
、
外
交
に
方
針
な
く
、
た
ゞ
軍
部
が
威
張
つ
て
る
だ
け

の
狀
態
に
對
し
て
は
眞
面
目
な
憂
慮
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。

だ
か
ら
と
言
つ
て
日
本
に
革
命
を
起
こ
す
よ
う
な
運
動
を
や
ら
う

な
ど
言
ふ
氣
も
ち
が
あ
つ
た
の
で
な
く
、
在
米
同
胞
ハ
さ
う
い
つ

た
祖
國
に
た
よ
ら
な
い
で
、
在
米
同
胞
自
身
の
手
に
よ
つ
て
こ
の

移
民
地
で
成
功
し
、
移
民
地
を
植
民
地
化
す
べ
き
だ
。
在
米
同
胞

が
日
本
を
賴
つ
て
い
る
か
ら
排
斥
さ
れ
る
の
で
、
米
國
に
同
化
し

た
ら
農
園
経
営
で
も
各
種
の
労
働
で
も
他
民
族
よ
り
優
れ
て
い
る

日
本
人
だ
か
ら
必
ず
排
斥
を
喰
え

［
ひ
］

と
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ

を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
の
が
持
論
だ
つ
た
の
だ
。 

  

と
こ
ろ
が
在
米
同
胞
の
大
部
分
ハ
相
変
ら
ず
出
稼

［
で
か
せ
ぎ
］

根
性
で
あ

り
、
永
住
の
觀
念
が
な
く
、
儲
け
る
金
ハ
正
金
と
か
住
友
其
他
の

銀
行
機
関
を
通
じ
て
日
本
へ
送
金
し
、
殘
つ
た
金
で
生
活
し
て
い

る
か
ら
同
胞
社
會
の
日
常
生
活
は
貧
弱
で
あ
り
、
そ
れ
が
排
日
の

種
と
も
な
つ
た
。
日
本
で
ハ
米
國
で
の
稼
ぎ
金
を
少
し
で
も
送
ら

せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
し
て
諸
銀
行
の
支
店
が
そ
の
手
先
き
と

な
り
、
領
事
館
な
ど
ハ
在
米
同
胞
の
為
め
に
な
る
こ
と
よ
り
も
、

日
本
の
利
益
に
な
る
こ
と
以
外
何
も
取
扱
ハ
な
か
つ
た
の
で
あ
つ

た
。
そ
れ
が
安
孫
子
さ
ん
の
不
平
で
あ
つ
た
。
日
本
人
會
ハ
さ
う

し
た
領
事
館
を
中
心
と
し
て
そ
の
下
部
的
な
も
の
に
化
し
て
い
た

か
ら
さ
う
し
た
機
関
に
ハ
最
初
ハ
た
ず
さ
わ
つ
て
い
た
が
遂
に
ハ

顏
出
し
し
な
か
つ
た
。
そ
し
て
牛
島
謹
爾
を
中
心
と
し
て
旧
態
依

然
と
し
た
日
本
人
會
が
續
け
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。 

  

私
ハ
ス
タ
ク
ト
ン
に
い
て
時
々
桑
港
に
ゆ
き
、
又
林
甚
之
丞
君

な
ど
を
通
じ
て
加
州
の
同
胞
社
會
の
實
情
を
あ
ら
ま
し
知
り
得
た
。

ス
タ
ク
ト
ン
か
ら
一
時
間
餘
り
の
電
車
で
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
行
け

た
が
、
そ
の
中
間
に
フ
ロ
リ
ン
三
三

と
言
ふ
村
が
あ
り
、
こ
の
農
地

は
日
本
人
土
地
問
題
で
騷
ぎ
を
起
こ
し
た
と
こ
ろ
だ
つ
た
。
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
は
州
廳
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
市
や
河
下
地
方
を
中

心
と
し
て
三
四
千
の
同
胞
が
い
た
。
ス
タ
ク
ト
ン
よ
り
も
多
か
つ

た
。
そ
こ
に
日
米
新
聞
の
支
社
が
あ
つ
た
が
、
鷺
谷
南
强
三
四

と
い

う
人
が
長
を
し
て
い
た
。
彼
ハ
安
孫
子
幕
下
の
偉
才
だ
つ
た
が
、

前
に
言
つ
た
思
想
的
に
密
告
さ
れ
、
幸
德
秋
水
一
派
の
も
の
と
さ

れ
た
。
祖
國
の
官
憲
筋
が
彼
の
身
元
を
調
査
す
る
や
ら
内
偵
す
る

や
ら
し
、
そ
れ
が
日
米
新
聞
、
强
い
て
ハ
安
孫
子
社
長
の
身
邊
に

も
累
を
及
ぼ
す
と
言
つ
た
ほ
ど
緊
迫
し
て
來
た
の
で
彼
ハ
桑
港
か

ら
メ
キ
シ
コ
に
飛
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
當
時
メ
キ
シ
コ
に
は
内
亂

- 9 - 

が
起
こ
つ
て
い
た
が
彼
ハ
カ
ラ
ン
ザ
將
軍
三
五

の
幕
僚
と
な
つ
て

活
躍
を
や
つ
て
い
た
が
、
病
を
得
て
歸
つ
て
來
た
の
だ
。
歸
つ
て

ハ
來
た
が
元
の
日
米
本
社
に
行
く
と
前
の
関
係
も
あ
り
、
と
言
つ

て
安
孫
子
社
長
ハ
彼
を
何
と
か
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
へ
廻
は
し
た
の
だ
が
、
彼
ハ
さ
う
し
た
來
歷
の
持
主
で
あ

る
か
ら
一
般
同
胞
か
ら
見
る
と
頭
拔
け
た
風
格
を
も
つ
て
い
た
。

頭
腦
ハ
明
晰
で
あ
り
筆
力
も
爽
か
で
あ
り
、
話
術
に
も
長
け
て
い

た
。
日
米
支
社
を
中
心
と
し
て
い
ろ
ん
な
連
中
が
集
つ
た
が
、
そ

の
中
で
も
鷲
津
尺
魔
三
六

と
言
ふ
偉
丈
夫
が
あ
つ
た
。
彼
ハ
安
孫
子

久
太
郞
と
同
縣
の
新
潟
人
で
、
安
孫
子
の
性
格
ハ
呑
み
込
み
、
文

章
が
達
者
で
、
多
く
は
安
孫
子
の
代
筆
を
や
つ
て
い
た
が
、
何
處

で
勤
め
た
と
言
ふ
こ
と
も
な
く
、
何
を
働
ら
い
た
と
言
ふ
形
蹟
も

な
か
つ
た
が
い
つ
も
酒
に
浸
つ
て
い
た
。
そ
し
て
暇
と
相
手
さ
へ

あ
れ
ば
碁
を
打
つ
て
い
た
し
、
そ
れ
で
い
て
何
處
へ
行
つ
て
［
も
］ 

尺
魔
尺
魔
と
言
つ
て
人
か
ら
慕
は
れ
、
金
に
窮
し
た
ら
安
孫
子
か

ら
貰
つ
て
い
た
。
南
强
ハ
尺
魔
の
よ
う
な
だ
ら
し
な
さ
は
少
し
も

な
く
、
常
に
ネ
ク
タ
イ
を
き
し
り
と
し
め
服
裝
な
ど
も
整
え
て
い

た
。
日
米
本
社
ハ
山
中
曲
江
に
よ
つ
て
編
集
は
ガ
ツ
チ
リ
と
固
め

ら
れ
、
各
地
域
の
支
社
ハ
そ
れ
ぞ
れ
傑
出
し
た
人
物
を
配
さ
れ
て

い
た
か
ら
日
米
新
聞
の
勢
力
は
桑
港
世
界
博
以
來
同
胞
社
會
に
大

き
な
地
盤
を
作
り
出
し
た
。 

  

そ
れ
は
千
九
百
十
五
年
か
ら
七
八
年
か
け
て
の
時
代
で
第
一
次

大
戦
の
眞
最
中
で
あ
つ
た
。
日
本
ハ
聯
合
軍
と
し
て
米
國
と
結
ん

で
い
た
か
ら
排
日
運
動
も
鳴
り
を
静
め
て
い
た
。
そ
の
間
に
日
米

新
聞
ハ
益
々
發
展
し
た
が
、
當
時
朝
鮮
と
か
満
洲
な
ど
に
も
日
本

の
新
聞
社
三
七

が
あ
つ
た
が
、
さ
う
し
た
海
外
同
胞
社
會
の
新
聞
と

し
て
ハ
日
米
は
信
用
の
上
か
ら
も
財
力
の
上
か
ら
第
一
位
と
稱
せ

ら
れ
て
い
た
。
安
孫
子
社
長
ハ
人
生
と
し
て
働
ら
き
盛
り
の
頂
上

に
來
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の
願
望
で
あ
る
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の
大

和
植
民
地
を
完
成
し
よ
う
と
あ
せ
り
初
め
、
其
他
各
方
面
に
手
を

伸
ば
し
た
。
そ
れ
ハ
日
米
の
財
政
か
ら
見
る
と
無
理
な
計
画
ば
か

り
で
あ
つ
た
。
し
か
し
社
員
ハ
社
長
の
理
想
を
完
う
さ
せ
よ
う
と

し
て
忠
實
に
働
ら
き
応
援
し
た
が
、
戦
争
も
終
り
、
再
び
排
日
運

動
が
抬
頭
し
て
來
て
社
長
の
意
図
が
狂
ひ
初
め
て
來
た
。 

  

私
は
ス
タ
ク
ト
ン
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
日
本
人
會
幹
事
と
し

て
や
つ
て
來
た
と
き
ハ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
支
社
長
を
や
つ
て
い
た

の
ハ
島
内
逆
浪
三
八

と
言
う
た
佐
賀
人
で
日
露
戦
役
の
と
き
ハ
中

尉
と
か
大
尉
と
か
だ
つ
た
と
言
う
硬
骨
漢
で
安
孫
子
の
參
謀
役
だ

つ
た
。
彼
ハ
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の
外
に
ソ
ー
テ
ツ
植
民
地
三
九

を
始

め
た
の
で
社
長
の
理
想
を
實
現
す
べ
く
去
つ
た
あ
と
へ
私
に
來
て
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く
れ
と
言
う
こ
と
に
な
り
引
受
け
た
の
だ
が
、 

桑
港
と
ハ
一
幕

［
衣
］
帶
水
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
安
孫
子
さ
ん
ハ
暇
が
あ
り
さ
へ

す
れ
ば
や
つ
て
來
て
夜
が
更
け
て
も
ス
ト
ー
ヴ
の
前
の
安
楽
椅
子

に
腰
か
け
て
氣
炎
を
上
げ
て
行
つ
た
。
い
く
ら
き
い
て
も
盡
き
な

い
彼
の
話
題
で
あ
り
、
結
局
ハ
日
本
民
族
發
展
策
で
あ
つ
た
。
理

想
論
が
焰
々
述
べ
ら
れ
て
限
り
が
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
安
孫
子
さ

ん
の
や
つ
て
來
た
動
機
は
金
策
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
金
策

の
こ
と
を
少
し
も
言
ハ
な
い
で
氣
炎
が
終
る
と
歸
つ
て
行
く
の
で

あ
つ
た
。 

  

正
金
で
も
住
友
で
も
其
他
の
金
融
機
関
的
な
も
の
に
對
し
て
ハ

安
孫
子
さ
ん
ハ
常
に
例
の
理
想
論
を
說
く
も
の
だ
か
ら
誰
も
相
手

に
し
な
か
つ
た
。
彼
に
敬
服
し
彼
の
理
想
の
わ
か
る
者
に
ハ
金
が

な
か
つ
た
。
そ
し
て
彼
ハ
誰
か
金
を
出
す
も
の
が
な
い
だ
ら
う
か

と
方
々
飛
び
廻
つ
た
。
少
し
位
の
金
で
ハ
燒
石
に
水
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
の
生
活
は
質
素
そ
の
も
の
で
あ
り
、
洋
服
な
ど
も
プ
レ

ス
は
し
て
い
る
が
何
十
年
も
着
た
り
し
た
も
の
だ
つ
た
。 

  

餘
り
に
金
に
困
つ
て
來
た
か
ら
、
私
は
每
年
出
版
し
て
い
る
日

米
年
鑑
四
〇

と
言
ふ
も
の
ゝ
外
に
「
在
米
同
胞
人
名
辭
典
」
四
一

と
言

つ
た
よ
う
な
も
の
を
作
つ
た
ら
ど
う
だ
ら
う
か
と
提
案
し
た
。
そ

し
て
そ
の
計
画
を
た
て
ゝ
報
告
し
た
と
こ
ろ
社
員
の
多
く
ハ
最
初

反
對
だ
つ
た
が
社
長
は
や
れ

〱
と
言
ふ
も
の
だ
か
ら
遂
に
決
行

し
た
ら
相
當
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
來
た
。
そ
こ
で
ワ
シ
ン
ト

ン
會
議
四
二

が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
私
ハ
特
派
員
四
三

と

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
社
長
も
あ
と
か
ら
や
つ
て
來
た
。
ワ
シ
ン

ト
ン
で
ハ
德
川
公
爵
四
四

を
初
め
と
し
て
全
權
の
加
藤
友
三
郞
四
五

、

幣
原
四
六

、
植
原
四
七

の
大
使
、
総
領
事
、
そ
し
て
日
本
か
ら
や
つ
て

來
た
い
ろ

〱
人
物
と
面
會
し
た
が
、
安
孫
子
さ
ん
の
態
度
ハ
そ

れ
ら
高
官
や
紳
士
達
と
對
し
て
何
ら
の
遜
色
が
な
く
、
米
國
の
事

情
に
通
じ
て
い
な
い
彼
ら
に
怱
々
と
そ
れ
を
說
く
の
で
あ
つ
た
。

在
米
同
胞
社
會
で
こ
の
よ
う
な
態
度
を
持
し
得
る
人
ハ
外
に
な
か

つ
た
。
牛
島
謹
爾
さ
ん
に
し
て
も
、
富
豪
と
し
て
の
態
度
ハ
持
し

得
た
か
も
し
れ
ぬ
が
知
性
の
點
で
ハ
及
ば
な
か
つ
た
。 

  

安
孫
子
と
言
つ
た
ら
米
國
に
い
る
危
險
人
物
だ
と
多
年
睨
ん
で

い
た
日
本
の
そ
の
筋
の
疑
問
は
こ
の
頃
か
ら
薄
ら
い
で
い
た
。
安

孫
子
さ
ん
ハ
明
治
十
八
年
代
に
渡
米
し
、
日
露
戦
争
前
に
一
度
歸

つ
て
結
婚
し
、
再
渡
米
し
て
以
來
亡
く
な
る
ま
で
歸
ら
な
か
つ
た

の
は
、
安
孫
子
が
歸
つ
た
ら
ひ
つ
捕
え
よ
う
と
ま
ち
構
え
て
い
た

警
察
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。 

  

日
米
新
聞
の
財
政
ハ
行
き
つ
ま
つ
て
ゆ
く
と
、
多
年
安
孫
子
の

幕
下
に
い
た
靑
壯
年
の
霸
氣
あ
る
人
々
は
自
然
と
散
り
散
り
に
な

- 11 - 

つ
た
。
社
長
の
理
想
實
現
の
困
難
に
挺
身
し
よ
う
と
す
る
氣
力
も

失
は
れ
て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
又
、
長
ず
る
に
及
ん
で
意
見
も
合

は
な
く
な
つ
て
來
た
。
そ
し
て
有
為
な
人
物
ハ
彼
の
膝
下
か
ら
去

り
、
多
く
ハ
歸
國
し
た
。
私
ハ
最
後
ま
で
社
長
と
運
命
を
共
に
す

る
覚
悟
で
い
た
け
れ
ど
関
東
大
震
災
の
翌
年
四
八

、
父
が
大
病
だ
か

ら
歸
れ
と
音
信
さ
れ
、
一
時
的
な
つ
も
り
で
歸
國
し
た
の
だ
つ
た

が
そ
れ
き
り
日
本
に
と
ゞ
ま
る
こ
と
に
な
つ
た
。 

  

八
年
の
後
四
九

、
私
ハ
朝
日
新
聞
社
を
や
め
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ

ー
ロ
ツ
パ
を
廻
り
、
印
度
を
経
て
歸
つ
て
く
る
計
画
で
画
家
の
竹

久
夢
二
五
〇

を
つ
れ
て
桑
港
に
上
陸
し
た
。
二
人
で
世
界
漫
遊
と
繪

と
文
の
著
書
を
出
版
す
る
豫
定
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
で

先
づ
安
孫
子
さ
ん
夫
妻
に
逢
つ
た
の
だ
が
大
い
に
喜
ん
で
く
れ
た
。

そ
し
て
社
員
の
多
く
ハ
変
わ
つ
て
い
た
が
、
中
に
は
古
參
も
殘
つ

て
い
た
け
れ
ど
八
年
前
と
内
部
の
雰
囲
氣
が
殆
ど
変
つ
て
い
た
。

同
時
に
同
胞
社
會
も
変
つ
て
い
た
し
米
國
そ
の
も
の
も
以
前
の
如

く
で
な
か
つ
た
。
私
の
在
日
八
年
間
ハ
大
震
災
後
澎
湃

［
は
う
は
い
］

と
し
て
起

つ
て
來
た
東
京
を
中
心
と
し
て
の
民
主
主
義
運
動
か
ら
プ
ロ
レ
タ

リ
ヤ
運
動
が
熾
烈
と
な
つ
て
來
、
マ
ル
ク
ス
の
書
物
が
賣
れ
、
優

秀
な
学
生
ら
が
左
翼
思
想
に
走
つ
た
。
普
通
選
挙
と
な
り
政
黨
内

閣
が
出
來
た
け
れ
ど
原
敬
暗
殺
後
の
政
界
は
動
搖
し
、
そ
し
て
政

黨
の
墮
落
腐
敗
が
叫
ば
れ
、
一
方
右
翼
団
体
と
軍
部
の
結
び
つ
き

が
夕
立
雲
の
よ
う
に
擴
ま
り
初
め
た
。
満
洲
事
変
が
起
き
て
來
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
步
手
前
と
言
つ
た
頃
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
運

動
ハ
彈
壓
に
彈
壓
を
加
え
ら
れ
て
い
た
。 

  

さ
う
し
た
日
本
の
内
情
か
ら
見
る
と
在
米
同
胞
社
會
ハ
呑
氣
な

社
會
で
あ
つ
た
が
、
し
か
し
、
思
想
的
な
雜
誌
や
宗
敎
書
な
ど
は

若
い
人
達
に
讀
ま
れ
て
い
た
。
日
米
新
聞
に
も
労
資
争
議
が
起
つ

て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
労
資
争
議
と
言
つ
て
も
日
本
内
地
の
よ
う

な
せ
ち
辛
ら
い
も
の
で
な
か
つ
た
。
最
初
ハ
四
至
本
八
郞
五
一

と
言

う
編
集
局
長
を
中
心
と
し
た
人
事
問
題
か
ら
起
つ
た
の
だ
が
、
當

時
の
日
米
財
政
ハ
混
乱
も
し
て
い
た
。
私
が
歸
國
し
て
か
ら
渡
米

し
た
よ
う
な
若
い
記
者
達
は
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
運
動
の
洗
禮

を
受
け
て
い
た
が
、
私
の
居
た
頃
か
ら
引
續
き
在
社
し
て
い
た
古

株
の
記
者
や
社
員
達
に
ハ
さ
う
し
た
争
議
ハ
争
議
で
な
く
、
單
な

る
感
情
の
も
つ
れ
で
あ
つ
た
。
安
孫
子
社
長
ハ
社
會
主
義
者
で
な

か
つ
た
證
據
に
、
さ
う
し
た
争
議
に
對
す
る
見
通
し
も
意
見
も
な

か
つ
た
。
そ
れ
ぢ
や
資
本
主
義
者
か
と
言
ふ
と
强
慾
な
金
溜
め
主

義
者
で
も
な
か
つ
た
。
た
ゞ
晚
年
の
事
業
と
し
て
靑
年
時
代
か
ら

描
い
て
來
た
理
想
を
實
現
し
よ
う
と
ア
セ
る
餘
り
に
余
裕
の
な
い

財
政
か
ら
無
理
な
金
を
引
き
出
し
た
こ
と
が
社
員
の
反
抗
を
招
い
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く
れ
と
言
う
こ
と
に
な
り
引
受
け
た
の
だ
が
、 

桑
港
と
ハ
一
幕

［
衣
］
帶
水
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
安
孫
子
さ
ん
ハ
暇
が
あ
り
さ
へ

す
れ
ば
や
つ
て
來
て
夜
が
更
け
て
も
ス
ト
ー
ヴ
の
前
の
安
楽
椅
子

に
腰
か
け
て
氣
炎
を
上
げ
て
行
つ
た
。
い
く
ら
き
い
て
も
盡
き
な

い
彼
の
話
題
で
あ
り
、
結
局
ハ
日
本
民
族
發
展
策
で
あ
つ
た
。
理

想
論
が
焰
々
述
べ
ら
れ
て
限
り
が
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
安
孫
子
さ

ん
の
や
つ
て
來
た
動
機
は
金
策
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
金
策

の
こ
と
を
少
し
も
言
ハ
な
い
で
氣
炎
が
終
る
と
歸
つ
て
行
く
の
で

あ
つ
た
。 

  

正
金
で
も
住
友
で
も
其
他
の
金
融
機
関
的
な
も
の
に
對
し
て
ハ

安
孫
子
さ
ん
ハ
常
に
例
の
理
想
論
を
說
く
も
の
だ
か
ら
誰
も
相
手

に
し
な
か
つ
た
。
彼
に
敬
服
し
彼
の
理
想
の
わ
か
る
者
に
ハ
金
が

な
か
つ
た
。
そ
し
て
彼
ハ
誰
か
金
を
出
す
も
の
が
な
い
だ
ら
う
か

と
方
々
飛
び
廻
つ
た
。
少
し
位
の
金
で
ハ
燒
石
に
水
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
の
生
活
は
質
素
そ
の
も
の
で
あ
り
、
洋
服
な
ど
も
プ
レ

ス
は
し
て
い
る
が
何
十
年
も
着
た
り
し
た
も
の
だ
つ
た
。 

  

餘
り
に
金
に
困
つ
て
來
た
か
ら
、
私
は
每
年
出
版
し
て
い
る
日

米
年
鑑
四
〇

と
言
ふ
も
の
ゝ
外
に
「
在
米
同
胞
人
名
辭
典
」
四
一

と
言

つ
た
よ
う
な
も
の
を
作
つ
た
ら
ど
う
だ
ら
う
か
と
提
案
し
た
。
そ

し
て
そ
の
計
画
を
た
て
ゝ
報
告
し
た
と
こ
ろ
社
員
の
多
く
ハ
最
初

反
對
だ
つ
た
が
社
長
は
や
れ

〱
と
言
ふ
も
の
だ
か
ら
遂
に
決
行

し
た
ら
相
當
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
來
た
。
そ
こ
で
ワ
シ
ン
ト

ン
會
議
四
二

が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
私
ハ
特
派
員
四
三

と

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
社
長
も
あ
と
か
ら
や
つ
て
來
た
。
ワ
シ
ン

ト
ン
で
ハ
德
川
公
爵
四
四

を
初
め
と
し
て
全
權
の
加
藤
友
三
郞
四
五

、

幣
原
四
六

、
植
原
四
七

の
大
使
、
総
領
事
、
そ
し
て
日
本
か
ら
や
つ
て

來
た
い
ろ

〱
人
物
と
面
會
し
た
が
、
安
孫
子
さ
ん
の
態
度
ハ
そ

れ
ら
高
官
や
紳
士
達
と
對
し
て
何
ら
の
遜
色
が
な
く
、
米
國
の
事

情
に
通
じ
て
い
な
い
彼
ら
に
怱
々
と
そ
れ
を
說
く
の
で
あ
つ
た
。

在
米
同
胞
社
會
で
こ
の
よ
う
な
態
度
を
持
し
得
る
人
ハ
外
に
な
か

つ
た
。
牛
島
謹
爾
さ
ん
に
し
て
も
、
富
豪
と
し
て
の
態
度
ハ
持
し

得
た
か
も
し
れ
ぬ
が
知
性
の
點
で
ハ
及
ば
な
か
つ
た
。 

  

安
孫
子
と
言
つ
た
ら
米
國
に
い
る
危
險
人
物
だ
と
多
年
睨
ん
で

い
た
日
本
の
そ
の
筋
の
疑
問
は
こ
の
頃
か
ら
薄
ら
い
で
い
た
。
安

孫
子
さ
ん
ハ
明
治
十
八
年
代
に
渡
米
し
、
日
露
戦
争
前
に
一
度
歸

つ
て
結
婚
し
、
再
渡
米
し
て
以
來
亡
く
な
る
ま
で
歸
ら
な
か
つ
た

の
は
、
安
孫
子
が
歸
つ
た
ら
ひ
つ
捕
え
よ
う
と
ま
ち
構
え
て
い
た

警
察
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。 

  

日
米
新
聞
の
財
政
ハ
行
き
つ
ま
つ
て
ゆ
く
と
、
多
年
安
孫
子
の

幕
下
に
い
た
靑
壯
年
の
霸
氣
あ
る
人
々
は
自
然
と
散
り
散
り
に
な
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つ
た
。
社
長
の
理
想
實
現
の
困
難
に
挺
身
し
よ
う
と
す
る
氣
力
も

失
は
れ
て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
又
、
長
ず
る
に
及
ん
で
意
見
も
合

は
な
く
な
つ
て
來
た
。
そ
し
て
有
為
な
人
物
ハ
彼
の
膝
下
か
ら
去

り
、
多
く
ハ
歸
國
し
た
。
私
ハ
最
後
ま
で
社
長
と
運
命
を
共
に
す

る
覚
悟
で
い
た
け
れ
ど
関
東
大
震
災
の
翌
年
四
八

、
父
が
大
病
だ
か

ら
歸
れ
と
音
信
さ
れ
、
一
時
的
な
つ
も
り
で
歸
國
し
た
の
だ
つ
た

が
そ
れ
き
り
日
本
に
と
ゞ
ま
る
こ
と
に
な
つ
た
。 

  

八
年
の
後
四
九

、
私
ハ
朝
日
新
聞
社
を
や
め
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ

ー
ロ
ツ
パ
を
廻
り
、
印
度
を
経
て
歸
つ
て
く
る
計
画
で
画
家
の
竹

久
夢
二
五
〇

を
つ
れ
て
桑
港
に
上
陸
し
た
。
二
人
で
世
界
漫
遊
と
繪

と
文
の
著
書
を
出
版
す
る
豫
定
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
で

先
づ
安
孫
子
さ
ん
夫
妻
に
逢
つ
た
の
だ
が
大
い
に
喜
ん
で
く
れ
た
。

そ
し
て
社
員
の
多
く
ハ
変
わ
つ
て
い
た
が
、
中
に
は
古
參
も
殘
つ

て
い
た
け
れ
ど
八
年
前
と
内
部
の
雰
囲
氣
が
殆
ど
変
つ
て
い
た
。

同
時
に
同
胞
社
會
も
変
つ
て
い
た
し
米
國
そ
の
も
の
も
以
前
の
如

く
で
な
か
つ
た
。
私
の
在
日
八
年
間
ハ
大
震
災
後
澎
湃

［
は
う
は
い
］

と
し
て
起

つ
て
來
た
東
京
を
中
心
と
し
て
の
民
主
主
義
運
動
か
ら
プ
ロ
レ
タ

リ
ヤ
運
動
が
熾
烈
と
な
つ
て
來
、
マ
ル
ク
ス
の
書
物
が
賣
れ
、
優

秀
な
学
生
ら
が
左
翼
思
想
に
走
つ
た
。
普
通
選
挙
と
な
り
政
黨
内

閣
が
出
來
た
け
れ
ど
原
敬
暗
殺
後
の
政
界
は
動
搖
し
、
そ
し
て
政

黨
の
墮
落
腐
敗
が
叫
ば
れ
、
一
方
右
翼
団
体
と
軍
部
の
結
び
つ
き

が
夕
立
雲
の
よ
う
に
擴
ま
り
初
め
た
。
満
洲
事
変
が
起
き
て
來
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
步
手
前
と
言
つ
た
頃
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
運

動
ハ
彈
壓
に
彈
壓
を
加
え
ら
れ
て
い
た
。 

  

さ
う
し
た
日
本
の
内
情
か
ら
見
る
と
在
米
同
胞
社
會
ハ
呑
氣
な

社
會
で
あ
つ
た
が
、
し
か
し
、
思
想
的
な
雜
誌
や
宗
敎
書
な
ど
は

若
い
人
達
に
讀
ま
れ
て
い
た
。
日
米
新
聞
に
も
労
資
争
議
が
起
つ

て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
労
資
争
議
と
言
つ
て
も
日
本
内
地
の
よ
う

な
せ
ち
辛
ら
い
も
の
で
な
か
つ
た
。
最
初
ハ
四
至
本
八
郞
五
一

と
言

う
編
集
局
長
を
中
心
と
し
た
人
事
問
題
か
ら
起
つ
た
の
だ
が
、
當

時
の
日
米
財
政
ハ
混
乱
も
し
て
い
た
。
私
が
歸
國
し
て
か
ら
渡
米

し
た
よ
う
な
若
い
記
者
達
は
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
運
動
の
洗
禮

を
受
け
て
い
た
が
、
私
の
居
た
頃
か
ら
引
續
き
在
社
し
て
い
た
古

株
の
記
者
や
社
員
達
に
ハ
さ
う
し
た
争
議
ハ
争
議
で
な
く
、
單
な

る
感
情
の
も
つ
れ
で
あ
つ
た
。
安
孫
子
社
長
ハ
社
會
主
義
者
で
な

か
つ
た
證
據
に
、
さ
う
し
た
争
議
に
對
す
る
見
通
し
も
意
見
も
な

か
つ
た
。
そ
れ
ぢ
や
資
本
主
義
者
か
と
言
ふ
と
强
慾
な
金
溜
め
主

義
者
で
も
な
か
つ
た
。
た
ゞ
晚
年
の
事
業
と
し
て
靑
年
時
代
か
ら

描
い
て
來
た
理
想
を
實
現
し
よ
う
と
ア
セ
る
餘
り
に
余
裕
の
な
い

財
政
か
ら
無
理
な
金
を
引
き
出
し
た
こ
と
が
社
員
の
反
抗
を
招
い
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て
來
た
の
で
あ
つ
た
。 

  
私
は
竹
久
夢
二
と
桑
港
を
き
り
あ
げ
る
こ
と
が
他
の
事
情
か
ら

少
し
延
び
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
で
も
あ
つ
た
し
旧
友
達
を
あ
ち
こ

ち
訪
ね
て
い
た
直
後
一
ケ
月
程
に
こ
の
事
件
が
起
つ
た
の
だ
。
そ

の
間
、
日
米
社
の
旧
友
と
ハ
懷
旧
の
情
を
溫
め
、
新
ら
し
い
人
達

に
ハ
先
輩
と
し
て
の
歡
迎
を
受
け
、
す
つ
か
り
い
ゝ
氣
も
ち
に
な

つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
い
よ
い
よ
ス
ト
ラ
イ
キ
断
行
と
言
う
こ

と
に
な
つ
て
來
て
社
長
ハ
ち
よ
つ
と
來
て
く
れ
と
言
つ
て
來
た
。

行
つ
て
み
る
と
社
内
に
ハ
社
長
側
に
た
つ
も
の
と
、
反
社
長
側
と

分
れ
た
對
立
だ
つ
た
が
、
ど
ち
ら
に
も
そ
れ

〲
の
理
屈
が
あ
る

わ
け
で
あ
つ
た
。
新
聞
社
の
新
聞
が
出
な
く
な
つ
た
ら
新
聞
社
の

價
値
が
な
く
な
つ
て
來
る
。
そ
れ
を
出
す
に
ハ
人
で
あ
る
し
、
金

で
あ
つ
た
。
方
々
に
借
金
の
あ
る
社
だ
か
ら
、
さ
う
な
つ
て
來
る

と
誰
も
口
で
ハ
甘
い
こ
と
を
言
つ
て
い
る
が
、
い
ざ
と
な
つ
て
出

し
て
く
れ
る
も
の
ハ
な
か
つ
た
。
し
か
し
安
孫
子
久
太
郞
と
言
つ

た
ら
在
米
数
十
年
、
人
格
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
來
た
。
彼
ハ
非

難
さ
れ
る
何
物
も
も
つ
て
い
な
か
つ
た
。
何
か
あ
つ
た
と
し
た
ら

そ
れ
は
彼
の
理
想
が
い
つ
も
高
く
愚
象
の
上
に
あ
つ
た
か
ら
、
彼

ら
の
見
解
で
彼
是

［
あ
れ
こ
れ
］

い
う
ぐ
ら
い
で
安
孫
子
自
身
省
み
て
何
ら
や

ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
。
さ
う
し
た
彼
に
對
し
て
平
常
一
度

も
交
際
し
た
こ
と
の
な
か
つ
た
保
坂
五
二

と
言
ふ
人
が
数
万
弗
の

金
を
投
げ
だ
し
て
し
つ
か
り
や
つ
て
下
さ
い
と
彼
を
訪
問
し
た
。

味
方
を
得
た
の
で
、
新
聞
を
再
刊
し
、
そ
し
て
争
議
者
と
の
紛
争

を
調
停
す
る
為
め
是
非
と
も
し
ば
ら
く
留
つ
て
く
れ
と
私
ハ
懇
願

さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
も
う
六
十
才
を
越
し
た
老
社
長
の
今
ま
で

見
た
こ
と
の
な
い
弱
り
き
つ
た
表
情
を
見
る
と
、
私
ハ
私
の
目
的

を
犧
牲
に
し
て
も
、
何
と
か
し
て
働
い
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
氣
に
な
つ
た
。
そ
し
て
竹
久
夢
二
と
は
外
の
こ
と
で
面
白
く
な

い
こ
と
が
あ
つ
た
の
で
二
人
ハ
袂
を
別
つ
こ
と
に
し
、
そ
れ
か
ら

満
一
ケ
年
に
渡
つ
て
こ
の
争
議
に
卷
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

こ
の
事
件
を
書
き
出
し
た
ら
キ
リ
が
な
い
が
、
誰
か
外
に
書
く

人
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
と
も
か
く
も
私
ハ
ス
タ
ク
ト
ン
支
社
を
や

つ
て
い
た
遠
藤
照
治
五
三

君
と
協
議
し
て
田
舍
を
廻
り
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
金
を
借
り
て
、
ど
う
に
か
斯

［
か
］

う
に
か
新
聞
を
出
す
よ
う
に
し

た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
ハ
安
孫
子
個
人
の
新
聞
社
で

あ
つ
た
も
の
を
株
式
會
社
に
し
、
も
う
こ
れ
で
一
安
心
と
言
ふ
こ

と
に
な
つ
た
頃
ハ
私
の
欧
州
行
旅
費
ハ
す
つ
か
り
な
く
な
つ
て
い

た
。
そ
し
て
、
ひ
と
り
淋
し
く
日
本
へ
引
き
返
し
て
來
た
の
で
あ

つ
た
。 

  

其
後
の
安
孫
子
さ
ん
ハ
奮
起
し
て
人
員
を
整
理
し
た
り
余
奈
子
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夫
人
も
直
接
出
社
し
て
経
営
に
當
つ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

自
動
車
事
故
が
あ
つ
た
り
、
老
境
に
入
ら
れ
た
の
で
往
年
の
氣
力

も
な
く
、
言
は
ば
、
薄
命
の
中
に
晚
年
を
終
ら
れ
た
。 

    

安
孫
子
さ
ん
は
ど
つ
ち
か
と
言
ふ
と
世
俗
の
人
か
ら
非
難
さ
れ

た
人
で
あ
つ
た
。
又
世
の
中
に
ハ
少
し
傑
出
し
た
人
の
惡
口
を
言

う
こ
と
は
自
分
の
賢
さ
を
見
せ
る
こ
と
だ
と
思
つ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
さ
う
い
う
連
中
ハ
盛
ん
に
安
孫
子
、
安
孫
子
と
言
つ
て
攻

擊
し
て
い
た
。
彼
ら
の
惡
口
の
多
く
ハ
彼
ら
の
創
作
し
又
ハ
妄
想

し
た
も
の
で
、
安
孫
子
さ
ん
自
身
と
ハ
緣
の
遠
い
こ
と
が
多
か
つ

た
。
私
も
さ
う
し
た
惡
口
を
盛
ん
に
き
か
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
ど

う
觀
察
し
て
も
安
孫
子
さ
ん
に
は
さ
う
し
た
人
々
の
い
う
よ
う
な

生
活
が
な
か
つ
た
。
若
い
時
代
ハ
ど
ん
な
人
で
あ
つ
た
か
私
ハ
全

然
知
ら
な
い
が
、
し
か
し
鄕
黨
で
あ
り
若
い
と
き
か
ら
晚
年
ま
で

何
か
に
つ
け
て
安
孫
子
さ
ん
に
纏
は
り
つ
い
て
い
た
鷲
津
尺
魔
な

ど
も
、
時
々
無
心
の
ア
テ
が
外
れ
て
一
杯
飲
む
と
惡
罵
な
ど
や
つ

た
け
れ
ど
、
そ
れ
ハ
一
時
的
な
激
昂
か
ら
で
本
心
は
安
孫
子
さ
ん

に
敬
服
し
、
誰
か
彼
を
非
難
で
も
す
る
と
眞
向
き
に
な
つ
て
弁
護

に
努
め
た
。
鷲
津
尺
魔
と
端
々
ハ
違
つ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
安
孫

子
さ
ん
に
一
生
を
託
し
た
と
言
つ
た
よ
う
な
島
内
逆
浪
な
ど
、
生

活
の
困
難
さ
か
ら
、
支
給
の
不
充
分
を
中
心
と
し
て
不
平
を
鳴
ら

す
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
い
ざ
安
孫
子
の
身
邊
に
何
か
ゞ
起
る
と
か

安
孫
子
攻
擊
が
初
ま
り
で
も
し
た
ら
眞
つ
先
に
駆
け
つ
け
る
と
言

つ
た
人
で
あ
つ
た
。
結
局
、
安
孫
子
中
心
に
集
つ
た
人
々
は
、
年

を
経
る
に
隨
つ
て
生
活
も
發
展
し
て
ゆ
く
が
、
献
身
的
に
働
ら
い

た
割
に
物
質
的
な
酬
え

［
む
く
ひ
］

が
尠
な
か
つ
た
と
言
ふ
の
が
、
安
孫
子
さ

ん
か
ら
だ
ん
だ
ん
遠
ざ
か
つ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
つ
た
よ
う
に
思
ハ

れ
た
。
そ
れ
で
い
て
日
米
新
聞
社
に
関
係
し
て
い
る
人
達
ハ
新
世

界
と
か
其
他
で
働
ら
い
で
い
た
も
の
よ
り
か
、
ず
つ
と
好
遇
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
働
ら
い
て
い
る
人
々
は
皆
な
が
皆
さ
う
ハ
思
ハ

な
か
つ
た
。
職
工
な
ど
は
何
十
年
と
日
米
社
だ
け
に
働
ら
き
、
多

額
の
貯
金
を
し
た
も
の
も
尠
く
な
か
つ
た
。
不
平
兒
と
い
う
も
の

は
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
で
、
さ
う
し
た
人
々
ハ
別
と
し
て
、
私

自
身
安
孫
子
さ
ん
を
顧
み
る
と
、
あ
の
人
ハ
自
分
の
名
誉
と
か
蓄

財
と
か
言
っ
た
こ
と
で
事
業
を
や
ら
う
と
か
社
員
の
給
料
を

吝
［
お
し
］

む
と
か
言
つ
た
人
で
な
く
、
會
計
に
金
が
餘
つ
て
お
れ
ば
ど
れ
だ

け
で
も
出
す
人
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
金
を
あ
の
人
は
夢
の

世
界
に
描
い
て
い
た
在
米
同
胞
發
展
と
い
う
理
想
の
事
業
に
前
後

の
わ
き
ま
へ
も
な
く
も
ち
出
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。 
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て
來
た
の
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あ
つ
た
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私
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と
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こ
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が
他
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事
情
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の
で
、
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し
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で
も
あ
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た
し
旧
友
達
を
あ
ち
こ

ち
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て
い
た
直
後
一
ケ
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程
に
こ
の
事
件
が
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た
の
だ
。
そ

の
間
、
日
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社
の
旧
友
と
ハ
懷
旧
の
情
を
溫
め
、
新
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し
い
人
達

に
ハ
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輩
と
し
て
の
歡
迎
を
受
け
、
す
つ
か
り
い
ゝ
氣
も
ち
に
な

つ
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い
た
の
で
あ
る
が
、
い
よ
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よ
ス
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ラ
イ
キ
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行
と
言
う
こ

と
に
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て
社
長
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ち
よ
つ
と
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く
れ
と
言
つ
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た
。

行
つ
て
み
る
と
社
内
に
ハ
社
長
側
に
た
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も
の
と
、
反
社
長
側
と

分
れ
た
對
立
だ
つ
た
が
、
ど
ち
ら
に
も
そ
れ
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の
理
屈
が
あ
る

わ
け
で
あ
つ
た
。
新
聞
社
の
新
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が
出
な
く
な
つ
た
ら
新
聞
社
の

價
値
が
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く
な
つ
て
來
る
。
そ
れ
を
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す
に
ハ
人
で
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し
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金
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あ
つ
た
。
方
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に
借
金
の
あ
る
社
だ
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ら
、
さ
う
な
つ
て
來
る

と
誰
も
口
で
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甘
い
こ
と
を
言
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て
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る
が
、
い
ざ
と
な
つ
て
出

し
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く
れ
る
も
の
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な
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つ
た
。
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し
安
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子
久
太
郞
と
言
つ

た
ら
在
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数
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、
人
格
者
と
し
て
尊
敬
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て
來
た
。
彼
ハ
非

難
さ
れ
る
何
物
も
も
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て
い
な
か
つ
た
。
何
か
あ
つ
た
と
し
た
ら

そ
れ
は
彼
の
理
想
が
い
つ
も
高
く
愚
象
の
上
に
あ
つ
た
か
ら
、
彼

ら
の
見
解
で
彼
是

［
あ
れ
こ
れ
］

い
う
ぐ
ら
い
で
安
孫
子
自
身
省
み
て
何
ら
や

ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
。
さ
う
し
た
彼
に
對
し
て
平
常
一
度

も
交
際
し
た
こ
と
の
な
か
つ
た
保
坂
五
二

と
言
ふ
人
が
数
万
弗
の

金
を
投
げ
だ
し
て
し
つ
か
り
や
つ
て
下
さ
い
と
彼
を
訪
問
し
た
。

味
方
を
得
た
の
で
、
新
聞
を
再
刊
し
、
そ
し
て
争
議
者
と
の
紛
争

を
調
停
す
る
為
め
是
非
と
も
し
ば
ら
く
留
つ
て
く
れ
と
私
ハ
懇
願

さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
も
う
六
十
才
を
越
し
た
老
社
長
の
今
ま
で

見
た
こ
と
の
な
い
弱
り
き
つ
た
表
情
を
見
る
と
、
私
ハ
私
の
目
的

を
犧
牲
に
し
て
も
、
何
と
か
し
て
働
い
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
氣
に
な
つ
た
。
そ
し
て
竹
久
夢
二
と
は
外
の
こ
と
で
面
白
く
な

い
こ
と
が
あ
つ
た
の
で
二
人
ハ
袂
を
別
つ
こ
と
に
し
、
そ
れ
か
ら

満
一
ケ
年
に
渡
つ
て
こ
の
争
議
に
卷
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
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こ
の
事
件
を
書
き
出
し
た
ら
キ
リ
が
な
い
が
、
誰
か
外
に
書
く

人
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
と
も
か
く
も
私
ハ
ス
タ
ク
ト
ン
支
社
を
や

つ
て
い
た
遠
藤
照
治
五
三

君
と
協
議
し
て
田
舍
を
廻
り
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
金
を
借
り
て
、
ど
う
に
か
斯

［
か
］

う
に
か
新
聞
を
出
す
よ
う
に
し

た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
ハ
安
孫
子
個
人
の
新
聞
社
で

あ
つ
た
も
の
を
株
式
會
社
に
し
、
も
う
こ
れ
で
一
安
心
と
言
ふ
こ

と
に
な
つ
た
頃
ハ
私
の
欧
州
行
旅
費
ハ
す
つ
か
り
な
く
な
つ
て
い

た
。
そ
し
て
、
ひ
と
り
淋
し
く
日
本
へ
引
き
返
し
て
來
た
の
で
あ

つ
た
。 

  

其
後
の
安
孫
子
さ
ん
ハ
奮
起
し
て
人
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を
整
理
し
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り
余
奈
子
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夫
人
も
直
接
出
社
し
て
経
営
に
當
つ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

自
動
車
事
故
が
あ
つ
た
り
、
老
境
に
入
ら
れ
た
の
で
往
年
の
氣
力

も
な
く
、
言
は
ば
、
薄
命
の
中
に
晚
年
を
終
ら
れ
た
。 

    

安
孫
子
さ
ん
は
ど
つ
ち
か
と
言
ふ
と
世
俗
の
人
か
ら
非
難
さ
れ

た
人
で
あ
つ
た
。
又
世
の
中
に
ハ
少
し
傑
出
し
た
人
の
惡
口
を
言

う
こ
と
は
自
分
の
賢
さ
を
見
せ
る
こ
と
だ
と
思
つ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
さ
う
い
う
連
中
ハ
盛
ん
に
安
孫
子
、
安
孫
子
と
言
つ
て
攻

擊
し
て
い
た
。
彼
ら
の
惡
口
の
多
く
ハ
彼
ら
の
創
作
し
又
ハ
妄
想

し
た
も
の
で
、
安
孫
子
さ
ん
自
身
と
ハ
緣
の
遠
い
こ
と
が
多
か
つ

た
。
私
も
さ
う
し
た
惡
口
を
盛
ん
に
き
か
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
ど

う
觀
察
し
て
も
安
孫
子
さ
ん
に
は
さ
う
し
た
人
々
の
い
う
よ
う
な

生
活
が
な
か
つ
た
。
若
い
時
代
ハ
ど
ん
な
人
で
あ
つ
た
か
私
ハ
全

然
知
ら
な
い
が
、
し
か
し
鄕
黨
で
あ
り
若
い
と
き
か
ら
晚
年
ま
で

何
か
に
つ
け
て
安
孫
子
さ
ん
に
纏
は
り
つ
い
て
い
た
鷲
津
尺
魔
な

ど
も
、
時
々
無
心
の
ア
テ
が
外
れ
て
一
杯
飲
む
と
惡
罵
な
ど
や
つ

た
け
れ
ど
、
そ
れ
ハ
一
時
的
な
激
昂
か
ら
で
本
心
は
安
孫
子
さ
ん

に
敬
服
し
、
誰
か
彼
を
非
難
で
も
す
る
と
眞
向
き
に
な
つ
て
弁
護

に
努
め
た
。
鷲
津
尺
魔
と
端
々
ハ
違
つ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
安
孫

子
さ
ん
に
一
生
を
託
し
た
と
言
つ
た
よ
う
な
島
内
逆
浪
な
ど
、
生

活
の
困
難
さ
か
ら
、
支
給
の
不
充
分
を
中
心
と
し
て
不
平
を
鳴
ら

す
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
い
ざ
安
孫
子
の
身
邊
に
何
か
ゞ
起
る
と
か

安
孫
子
攻
擊
が
初
ま
り
で
も
し
た
ら
眞
つ
先
に
駆
け
つ
け
る
と
言

つ
た
人
で
あ
つ
た
。
結
局
、
安
孫
子
中
心
に
集
つ
た
人
々
は
、
年

を
経
る
に
隨
つ
て
生
活
も
發
展
し
て
ゆ
く
が
、
献
身
的
に
働
ら
い

た
割
に
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的
な
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え

［
む
く
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が
尠
な
か
つ
た
と
言
ふ
の
が
、
安
孫
子
さ

ん
か
ら
だ
ん
だ
ん
遠
ざ
か
つ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
つ
た
よ
う
に
思
ハ

れ
た
。
そ
れ
で
い
て
日
米
新
聞
社
に
関
係
し
て
い
る
人
達
ハ
新
世

界
と
か
其
他
で
働
ら
い
で
い
た
も
の
よ
り
か
、
ず
つ
と
好
遇
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
働
ら
い
て
い
る
人
々
は
皆
な
が
皆
さ
う
ハ
思
ハ

な
か
つ
た
。
職
工
な
ど
は
何
十
年
と
日
米
社
だ
け
に
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ら
き
、
多

額
の
貯
金
を
し
た
も
の
も
尠
く
な
か
つ
た
。
不
平
兒
と
い
う
も
の

は
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
で
、
さ
う
し
た
人
々
ハ
別
と
し
て
、
私

自
身
安
孫
子
さ
ん
を
顧
み
る
と
、
あ
の
人
ハ
自
分
の
名
誉
と
か
蓄

財
と
か
言
っ
た
こ
と
で
事
業
を
や
ら
う
と
か
社
員
の
給
料
を

吝
［
お
し
］

む
と
か
言
つ
た
人
で
な
く
、
會
計
に
金
が
餘
つ
て
お
れ
ば
ど
れ
だ

け
で
も
出
す
人
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
金
を
あ
の
人
は
夢
の

世
界
に
描
い
て
い
た
在
米
同
胞
發
展
と
い
う
理
想
の
事
業
に
前
後

の
わ
き
ま
へ
も
な
く
も
ち
出
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。 
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安
孫
子
さ
ん
ハ
求
道
人
で
あ
つ
た
し
、
先
駆
者
で
も
あ
つ
た
。

し
か
し
、
事
業
家
で
ハ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
自
身
事
業
家

を
も
つ
て
任
じ
て
い
た
わ
け
で
な
か
つ
た
よ
う
だ
が
彼
の
理
想
を

實
現
す
る
に
は
事
業
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
だ
。
そ

こ
に
安
孫
子
さ
ん
の
悲
劇
が
あ
つ
た
。
若
い
頃
に
何
か
事
業
を
起

し
、
銀
行
な
ど
を
や
つ
て
失
敗
し
た
と
い
う
話
は
、
い
つ
も
攻
擊

の
材
料
に
な
つ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
あ
の
人
ハ
計
画
的
に
世
間
を

欺
か
う
と
し
た
の
で
な
く
、
事
業
を
違
つ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。
そ

の
根
本
思
想
に
ハ
在
米
同
胞
の
發
展
策
が
あ
つ
た
。 

  

安
孫
子
さ
ん
達
が
渡
米
し
た
明
治
十
年
代
ハ
在
米
同
胞
社
會
の

第
一
期
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
日
露
戦
争
前
後

の
渡
米
者
を
も
つ
て
第
二
期
と
す
る
な
ら
、
私
な
ど
の
年
輩
は
そ

れ
に
屬
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
期
時
代
に
渡
米
し
た
日
本
人
に
ハ

志
士
的
な
人
や
、
功
名
心
に
燃
え
た
人
が
多
か
つ
た
。
そ
し
て
多

く
ハ
一
二
年
、
長
く
て
も
三
四
年
で
歸
國
し
、
日
本
で
旗
上
げ
し

た
。
實
業
界
に
政
界
に
花
々
し
く
活
動
し
た
人
達
ハ
安
孫
子
さ
ん

と
若
い
時
代
の
友
達
が
多
か
つ
た
。
言
は
ゞ
有
名
な
諸
人
物
ハ
祖

國
で
旗
上
げ
し
た
が
安
孫
子
さ
ん
は
た
ゞ
一
人
踏
み
と
ゞ
ま
つ
て
、

自
分
の
独
力
で
日
本
人
の
眞
價
を
發
揮
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
で

あ
つ
た
。
日
本
に
歸
つ
た
人
々
は
洋
行
歸
り
と
言
う
の
で
も
て
囃

［
は
］

や
さ
れ
、
そ
の
活
動
の
舞
台
が
自
ら
展
け
て
行
つ
た
。
だ
か
ら
安

孫
子
さ
ん
か
ら
見
た
ら
「
あ
の
男
が
」
と
思
ハ
れ
る
よ
う
な
の
が

忽
ち
有
名
人
に
な
つ
て
い
た
。
彼
ハ
さ
う
し
た
人
達
の
よ
う
に
名

誉
と
か
富
貴
の
舞
台
に
花
役
者
た
ら
う
と
い
う
芝
居
氣
が
更
ら
に

な
か
つ
た
。
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
で
あ
つ
た
安
孫
子
さ
ん
ハ
朝
夕
の
食

事
に
ハ
常
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
。
彼
ハ
殉
敎
者
の
傳
記
を
好
ん

で
讀
ん
で
い
た
し
、
人
の
為
め
、
世
の
為
め
に
生
き
拔
く
の
だ
と

言
ふ
熱
情
を
最
後
ま
で
も
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
の
理
想
ハ
餘

り
に
も
高
か
つ
た
為
め
、
彼
を
眞
に
理
解
す
る
後
輩
を
そ
の
跡
に

据
［
す
］

え
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。 

  

日
米
新
聞
社
ハ
最
後
の
争
議
で
紛
糺
す
る
ま
で
、
幾
多
の
有
為

な
人
物
を
出
し
た
。
そ
し
て
移
民
地
に
於
け
る
日
本
人
社
會
に
大

き
な
使
命
を
果
た
し
た
。
た
ゞ
そ
れ
だ
け
で
終
つ
た
ら
安
孫
子
久

太
郞
ハ
世
俗
的
に
ハ
輝
き
あ
る
人
で
あ
つ
た
け
れ
ど
、
新
聞
経
営

を
踏
み
台
に
し
て
事
業
を
計
画
し
、
そ
れ
が
成
功
し
な
か
つ
た
と

こ
ろ
に
悲
劇
が
あ
つ
た
。
し
か
し
、
安
孫
子
久
太
郞
は
先
駆
者
だ

つ
た
。
今
日
、
そ
の
心
血
を

漑
［
そ
そ
］

い
だ
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の
大
和
植

民
地
や
コ
ー
テ
ツ
日
本
人
コ
ロ
ニ
ー
は
安
孫
子
の
理
想
を
實
現
し

て
お
り
、
加
州
の
日
系
人
農
園
の
方
向
ハ
安
孫
子
の
指
導
精
神
を

具
体
化
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
彼
ハ
戦
ひ
且
つ
親
し
ん
だ
排
日
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家
達
も
安
孫
子
の
當
時
說
い
た
と
こ
ろ
に
來
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

世
俗
的
に
言
つ
た
ら
日
米
新
聞
社
長
と
し
て
お
さ
ま
つ
て
い
た

ら
安
孫
子
さ
ん
も
楽
し
て
食
つ
て
ゆ
け
た
の
に
、
だ
つ
た
が
、
私

ハ
さ
う
し
た
安
孫
子
さ
ん
で
あ
つ
た
ら
こ
ん
な
思
出
も
書
か
な
い

で
あ
ら
う
。
安
孫
子
の
眞
價
ハ
貧
乏
を
し
通
し
た
こ
と
で
あ
り
、

そ
し
て
朝
夕
同
胞
發
展
の
為
め
に
神
に
祈
つ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

在
米
數
十
年
間
一
弗
の
無
駄
金
を
使
は
な
か
つ
た
。
靑
年
時
代
に

買
つ
た
一
弗

ダ

ラ

ー

時
計

ワ

ツ

チ

を
最
後
ま
で
も
つ
て
い
た
。
自
分
が
困
つ
て
い

て
も
憐
れ
な
人
が
あ
つ
た
ら
、
懷
中
に
あ
る
だ
け
の
も
の
を
出
し

て
い
た
。 

  

岡
繁
樹
君
ハ
ど
つ
ち
か
と
言
ふ
と
安
孫
子
さ
ん
と
ソ
リ
の
合
は

な
い
方
の
人
で
あ
つ
た
。
そ
の
岡
君
が
「
安
孫
子
久
太
郞
」
を
編

纂
し
て
後
世
に
殘
す
と
言
つ
て
來
た
。
そ
し
て
こ
の
人
の
傳
記
を

作
ろ
う
と
思
つ
た
が
事
蹟
が
断
片
的
で
纏
ら
な
い
か
ら
と
も
言
つ

て
來
た
。
安
孫
子
さ
ん
ハ
自
分
の
傳
記
な
ど
殘
さ
う
な
ど
考
い

［
へ
］

た

こ
と
も
な
か
つ
た
ら
う
。
鷲
津
尺
魔
老
で
も
在
世
中
だ
つ
た
ら
多

少
系
統
だ
つ
た
も
の
も
作
れ
た
ら
う
と
思
ふ
が
、
私
な
ど
の
印
象

も
断
片
的
で
あ
る
。
牛
島
謹
爾
氏
と
か
其
他
在
米
関
係
の
人
で
傳

記
的
な
も
の
ハ
あ
る
よ
う
だ
が
、
如
何
な
る
人
よ
り
も
傑
出
し
て

い
た
人
ハ
安
孫
子
久
太
郞
だ
と
私
ハ
思
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
人
を

知
つ
て
い
る
人
の
多
く
ハ
歸
國
し
た
。
そ
し
て
死
ん
だ
。
在
米
人

で
彼
を
尊
敬
し
て
い
た
人
達
も
殆
ど
死
ん
だ
。
そ
し
て
あ
の
人
ハ

新
聞
に
は
殆
ど
何
も
書
か
な
か
つ
た
。
し
か
し
論
說
や
記
事
な
ど

を
よ
く
讀
み
、
自
分
の
意
見
に
添
は
な
い
と
き
ハ
編
集
長
を
責
め

て
い
た
。
が
、
寫
眞
結
婚
問
題
で
日
米
ハ
激
し
く
た
ち
あ
が
つ
た

時
、
記
者
達
が
餘
り
に
も
意
氣
込
ん
だ
為
め
、
自
分
が
言
ひ
出
し

た
こ
と
で
も
あ
る
し
困
つ
て
お
ら
れ
た
氣
の
弱
さ
と
言
つ
た
よ
う

な
顏
が
今
で
も
浮
ぶ
。 

  

安
孫
子
さ
ん
が
世
俗
か
ら
か
れ
こ
れ
言
は
れ
た
こ
と
ハ
そ
の
信

念
が
强
か
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
い
て
人
間
と
し
て
ハ
氣

の
弱
い
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
。 

  

私
ハ
も
つ
と
纏
つ
た
も
の
を
書
く
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
時
間
が

な
か
つ
た
為
め
以
上
の
書
き
流
し
に
な
つ
た
こ
と
が
わ
れ
な
が
ら

殘
念
で
あ
る
。
そ
し
て
暝
土
の
安
孫
子
さ
ん
に
對
し
て
も
申
わ
け

が
な
い
と
思
ふ
。
と
同
時
に
岡
繁
樹
君
の
俠
氣
に
敬
意
を
拂
う
。 

 
 

 

（
富
山
市
安
野
屋
町
五
四

） 
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先
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で
も
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。

し
か
し
、
事
業
家
で
ハ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
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身
事
業
家

を
も
つ
て
任
じ
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い
た
わ
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で
な
か
つ
た
よ
う
だ
が
彼
の
理
想
を
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現
す
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に
は
事
業
を
や
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な
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つ
た
の
だ
。
そ
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に
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若
い
頃
に
何
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業
を
起
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、
銀
行
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ど
を
や
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し
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と
い
う
話
は
、
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も
攻
擊

の
材
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に
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い
た
が
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に
世
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、
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に
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日
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に
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功
名
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に
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た
人
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多
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た
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し
て
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く
ハ
一
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長
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て
も
三
四
年
で
歸
國
し
、
日
本
で
旗
上
げ
し

た
。
實
業
界
に
政
界
に
花
々
し
く
活
動
し
た
人
達
ハ
安
孫
子
さ
ん

と
若
い
時
代
の
友
達
が
多
か
つ
た
。
言
は
ゞ
有
名
な
諸
人
物
ハ
祖

國
で
旗
上
げ
し
た
が
安
孫
子
さ
ん
は
た
ゞ
一
人
踏
み
と
ゞ
ま
つ
て
、

自
分
の
独
力
で
日
本
人
の
眞
價
を
發
揮
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
で

あ
つ
た
。
日
本
に
歸
つ
た
人
々
は
洋
行
歸
り
と
言
う
の
で
も
て
囃

［
は
］

や
さ
れ
、
そ
の
活
動
の
舞
台
が
自
ら
展
け
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行
つ
た
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だ
か
ら
安
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子
さ
ん
か
ら
見
た
ら
「
あ
の
男
が
」
と
思
ハ
れ
る
よ
う
な
の
が

忽
ち
有
名
人
に
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た
。
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ハ
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し
た
人
達
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よ
う
に
名

誉
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の
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台
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た
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朝
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の
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の
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記
を
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に
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ふ
熱
情
を
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で
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た
。
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し
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の
理
想
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に
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か
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め
、
彼
を
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に
理
解
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る
後
輩
を
そ
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跡
に
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］

え
る
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が
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か
つ
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日
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最
後
の
争
議
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る
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で
、
幾
多
の
有
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な
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。
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地
に
於
け
る
日
本
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に
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。
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に
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き
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あ
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た
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ど
、
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経
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を
踏
み
台
に
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て
事
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計
画
し
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成
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し
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た
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ろ
に
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が
あ
つ
た
。
し
か
し
、
安
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久
太
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は
先
駆
者
だ

つ
た
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今
日
、
そ
の
心
血
を

漑
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そ
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］
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だ
リ
ビ
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グ
ス
ト
ン
の
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和
植
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や
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日
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安
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子
の
理
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の
日
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の
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化
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。
そ
し
て
彼
ハ
戦
ひ
且
つ
親
し
ん
だ
排
日

- 15 - 

家
達
も
安
孫
子
の
當
時
說
い
た
と
こ
ろ
に
來
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
世
俗
的
に
言
つ
た
ら
日
米
新
聞
社
長
と
し
て
お
さ
ま
つ
て
い
た

ら
安
孫
子
さ
ん
も
楽
し
て
食
つ
て
ゆ
け
た
の
に
、
だ
つ
た
が
、
私

ハ
さ
う
し
た
安
孫
子
さ
ん
で
あ
つ
た
ら
こ
ん
な
思
出
も
書
か
な
い

で
あ
ら
う
。
安
孫
子
の
眞
價
ハ
貧
乏
を
し
通
し
た
こ
と
で
あ
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り
も
傑
出
し
て

い
た
人
ハ
安
孫
子
久
太
郞
だ
と
私
ハ
思
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
人
を

知
つ
て
い
る
人
の
多
く
ハ
歸
國
し
た
。
そ
し
て
死
ん
だ
。
在
米
人

で
彼
を
尊
敬
し
て
い
た
人
達
も
殆
ど
死
ん
だ
。
そ
し
て
あ
の
人
ハ

新
聞
に
は
殆
ど
何
も
書
か
な
か
つ
た
。
し
か
し
論
說
や
記
事
な
ど

を
よ
く
讀
み
、
自
分
の
意
見
に
添
は
な
い
と
き
ハ
編
集
長
を
責
め

て
い
た
。
が
、
寫
眞
結
婚
問
題
で
日
米
ハ
激
し
く
た
ち
あ
が
つ
た

時
、
記
者
達
が
餘
り
に
も
意
氣
込
ん
だ
為
め
、
自
分
が
言
ひ
出
し

た
こ
と
で
も
あ
る
し
困
つ
て
お
ら
れ
た
氣
の
弱
さ
と
言
つ
た
よ
う

な
顏
が
今
で
も
浮
ぶ
。 

  

安
孫
子
さ
ん
が
世
俗
か
ら
か
れ
こ
れ
言
は
れ
た
こ
と
ハ
そ
の
信

念
が
强
か
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
い
て
人
間
と
し
て
ハ
氣

の
弱
い
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
。 

  

私
ハ
も
つ
と
纏
つ
た
も
の
を
書
く
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
時
間
が

な
か
つ
た
為
め
以
上
の
書
き
流
し
に
な
つ
た
こ
と
が
わ
れ
な
が
ら

殘
念
で
あ
る
。
そ
し
て
暝
土
の
安
孫
子
さ
ん
に
對
し
て
も
申
わ
け

が
な
い
と
思
ふ
。
と
同
時
に
岡
繁
樹
君
の
俠
氣
に
敬
意
を
拂
う
。 

 
 

 

（
富
山
市
安
野
屋
町
五
四

） 
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- 17 - 

註 一 
 

四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙
の
左
下
に
〈『
安
孫
子
久
太
郎
』
原
稿
紙
〉
と
印
刷
さ

れ
て
い
る
。 

二 
 

加
藤
哲
郎
「
反
骨
の
在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岡
繁
樹
の
１
９
３
６
年
来
日
と

偽
装
転
向
」（「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
第
４
号 

紀
伊
国
屋
書
店 

二
〇
〇

四
） 

三 
 

一
九
三
六
年
八
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日
の
第
一
面 

四 
 

岡
直
樹
・
塩
田
庄
兵
衛
・
藤
原
彰
編
『
祖
国
を
敵
と
し
て
』（
明
治
文
献 

一

九
六
五
） 

五 
 

「
高
志
人
」
21
巻
10
月
号 

p.
54 

六 
 

到
着
日
付
は
岡
繁
樹
の
加
筆
と
推
定
さ
れ
る
。 

七 
 "U

CLA Library Special Collections, Charles E. Young Research 
Library"

の"Shigeki 
O

ka 
Papers"

 
"Box 

133, 
Folder 

4 
M

anuscripts" 
" 9. O

kina H
isam

itsu [sic.] Abiko K
yutaro o to 

w
atakushi [sic.] [Abiko K

yutaro and I], Tokyo, [1956]. In 
Japanese. 31pp." 

八 
 

邦
文
は
一
九
八
〇
年
五
月
八
日
～
八
月
三
十
日
、
英
文
は
同
年
九
月
三
日
～

十
一
月
一
日
ま
で
掲
載
。 

九 
 Ikuko Torim

oto: O
kina K

yūin and the Politics of E
arly Japanese 

Im
m

igration to the U
nited States, 1868-1924 (M

cFarland &
 

Com
pany, Inc., 2017) 

一
〇 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会(Panam

a–Pacific International 
Exposition) 

一
九
一
五
年
二
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
開
催
。
久

允
は
同
年
三
月
二
十
日
に
春
陽
丸
で
来
米
し
た
妻
キ
ヨ
（
一
八
八
六―

一
九

五
一
）
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
に
出
迎
え
、
翌
日
博
覧
会
を
見
物
。
同
船

に
は
、
二
百
人
以
上
の
花
嫁
た
ち
、
所
謂
写
真
結
婚
者
が
乗
船
し
て
い
た
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
年
譜
的
事
項
に
関
す
る
記
載
は
、
別
記
が
な
い
限
り

逸
見
久
美
・
須
田
満
編
集『
翁
久
允
年
譜 

１
８
８
８―

１
９
７
３ 
第
三
版
』

（
公
益
財
団
法
人
翁
久
允
財
団 

二
〇
二
〇
）
に
拠
る
。 

一
一 

久
允
は
、
一
九
〇
七
年
五
月
十
五
日
に
横
浜
港
を
出
発
し
、
五
月
三
十
日
に

シ
ア
ト
ル
港
に
入
港
し
た
。 

一
二 

一
八
九
四
年
五
月
二
十
五
日
に
ヘ
イ
ト
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
創
刊
し
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
最
古
の
邦
字
新
聞
。
新
聞
名
は
「
新
世
界
」、「
新
世
界

日
日
新
聞
」（
一
九
三
二―

三
五
）
に
変
更
さ
れ
、「
北
米
朝
日
新
聞
」
と
の

合
流
後
、「
新
世
界
朝
日
新
聞
」（
一
九
三
五―

四
二
）
と
な
っ
た
。 

一
三 

ま
つ
ば
ら
・
も
っ
こ
う 

本
名
：
傳
吾
（
一
八
八
四―

一
九
五
九
） 

宮
城
県

生
。
一
八
九
七
年
シ
ア
ト
ル
上
陸
、「
中
加
時
報
」「
北
米
時
事
」
記
者
の
後
、

一
九
一
三
年
か
ら
「
新
世
界
」
の
主
筆
。
一
七
年
帰
国
後
、
報
知
新
聞
に
入

社
、
パ
リ
特
派
員
、
外
報
部
長
を
歴
任
。
久
允
は
、「
過
去
帳
」
に
松
原
と
の

思
い
出
を
綴
っ
て
い
る
。（「
高
志
人
」
25
巻
８
月
号
pp.
47-

48
） 

一
四 

や
ま
な
か
・
き
ょ
っ
こ
う 

本
名
：
仲
二
（
一
八
七
八―

一
九
三
二
） 

埼
玉

県
吉
川
町
生
、
一
九
〇
三
年
シ
ア
ト
ル
上
陸
、
一
一
年
日
米
新
聞
社
入
社
、

主
筆
兼
編
集
長
、
欧
州
特
派
員
を
歴
任
。
二
七
年
帰
国
、
衆
議
院
に
立
候
補

を
考
え
る
も
病
気
で
断
念
。 

一
五 

浅
野
総
一
郎
（
一
八
四
八―

一
九
三
〇
）
が
一
八
九
六
年
に
創
業
し
た
船
会

社
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
開
設
し
た
が
、
一
九
二
四
年
施
行
さ
れ
た
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註 一 
 

四
百
字
詰
の
原
稿
用
紙
の
左
下
に
〈『
安
孫
子
久
太
郎
』
原
稿
紙
〉
と
印
刷
さ

れ
て
い
る
。 

二 
 

加
藤
哲
郎
「
反
骨
の
在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岡
繁
樹
の
１
９
３
６
年
来
日
と

偽
装
転
向
」（「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
第
４
号 

紀
伊
国
屋
書
店 

二
〇
〇

四
） 

三 
 

一
九
三
六
年
八
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日
の
第
一
面 

四 
 

岡
直
樹
・
塩
田
庄
兵
衛
・
藤
原
彰
編
『
祖
国
を
敵
と
し
て
』（
明
治
文
献 

一

九
六
五
） 

五 
 

「
高
志
人
」
21
巻
10
月
号 

p.
54 

六 
 

到
着
日
付
は
岡
繁
樹
の
加
筆
と
推
定
さ
れ
る
。 

七 
 "U

CLA Library Special Collections, Charles E. Young Research 
Library"

の"Shigeki 
O

ka 
Papers"

 
"Box 

133, 
Folder 

4 
M

anuscripts" 
" 9. O

kina H
isam

itsu [sic.] Abiko K
yutaro o to 

w
atakushi [sic.] [Abiko K

yutaro and I], Tokyo, [1956]. In 
Japanese. 31pp." 

八 
 

邦
文
は
一
九
八
〇
年
五
月
八
日
～
八
月
三
十
日
、
英
文
は
同
年
九
月
三
日
～

十
一
月
一
日
ま
で
掲
載
。 

九 
 Ikuko Torim

oto: O
kina K

yūin and the Politics of E
arly Japanese 

Im
m

igration to the U
nited States, 1868-1924 (M

cFarland &
 

Com
pany, Inc., 2017) 

一
〇 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会(Panam

a–Pacific International 
Exposition) 

一
九
一
五
年
二
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
開
催
。
久

允
は
同
年
三
月
二
十
日
に
春
陽
丸
で
来
米
し
た
妻
キ
ヨ
（
一
八
八
六―

一
九

五
一
）
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
に
出
迎
え
、
翌
日
博
覧
会
を
見
物
。
同
船

に
は
、
二
百
人
以
上
の
花
嫁
た
ち
、
所
謂
写
真
結
婚
者
が
乗
船
し
て
い
た
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
年
譜
的
事
項
に
関
す
る
記
載
は
、
別
記
が
な
い
限
り

逸
見
久
美
・
須
田
満
編
集『
翁
久
允
年
譜 

１
８
８
８―

１
９
７
３ 

第
三
版
』

（
公
益
財
団
法
人
翁
久
允
財
団 

二
〇
二
〇
）
に
拠
る
。 

一
一 

久
允
は
、
一
九
〇
七
年
五
月
十
五
日
に
横
浜
港
を
出
発
し
、
五
月
三
十
日
に

シ
ア
ト
ル
港
に
入
港
し
た
。 

一
二 

一
八
九
四
年
五
月
二
十
五
日
に
ヘ
イ
ト
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
創
刊
し
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
最
古
の
邦
字
新
聞
。
新
聞
名
は
「
新
世
界
」、「
新
世
界

日
日
新
聞
」（
一
九
三
二―

三
五
）
に
変
更
さ
れ
、「
北
米
朝
日
新
聞
」
と
の

合
流
後
、「
新
世
界
朝
日
新
聞
」（
一
九
三
五―

四
二
）
と
な
っ
た
。 

一
三 

ま
つ
ば
ら
・
も
っ
こ
う 

本
名
：
傳
吾
（
一
八
八
四―

一
九
五
九
） 

宮
城
県

生
。
一
八
九
七
年
シ
ア
ト
ル
上
陸
、「
中
加
時
報
」「
北
米
時
事
」
記
者
の
後
、

一
九
一
三
年
か
ら
「
新
世
界
」
の
主
筆
。
一
七
年
帰
国
後
、
報
知
新
聞
に
入

社
、
パ
リ
特
派
員
、
外
報
部
長
を
歴
任
。
久
允
は
、「
過
去
帳
」
に
松
原
と
の

思
い
出
を
綴
っ
て
い
る
。（「
高
志
人
」
25
巻
８
月
号
pp.
47-

48
） 

一
四 

や
ま
な
か
・
き
ょ
っ
こ
う 

本
名
：
仲
二
（
一
八
七
八―

一
九
三
二
） 

埼
玉

県
吉
川
町
生
、
一
九
〇
三
年
シ
ア
ト
ル
上
陸
、
一
一
年
日
米
新
聞
社
入
社
、

主
筆
兼
編
集
長
、
欧
州
特
派
員
を
歴
任
。
二
七
年
帰
国
、
衆
議
院
に
立
候
補

を
考
え
る
も
病
気
で
断
念
。 

一
五 
浅
野
総
一
郎
（
一
八
四
八―

一
九
三
〇
）
が
一
八
九
六
年
に
創
業
し
た
船
会

社
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
を
開
設
し
た
が
、
一
九
二
四
年
施
行
さ
れ
た

- 31 -

特集　翁久允



- 18 - 

排
日
移
民
法
の
影
響
も
あ
り
、
経
営
悪
化
に
陥
り
、
二
六
年
旅
客
部
門
を
日

本
郵
船
に
譲
渡
し
貨
物
船
専
業
と
な
る
も
六
四
年
解
散
。 

一
六 
横
浜
正
金
銀
行
、
一
八
八
〇
年
設
立
、
通
称
は
正
金
（
し
ょ
う
き
ん
）。
外
為

業
務
中
心
に
発
達
。
一
九
四
六
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
解
体
さ
れ
新
設
の
東
京

銀
行
（
現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
の
前
身
と
な
っ
た
。 

一
七 

う
し
じ
ま
・
き
ん
じ 

幼
名
：
淸
吉
（
一
八
六
四―

一
九
二
六
） 

筑
後
国
三

潴
郡
鳥
飼
村
（
現
・
福
岡
県
久
留
米
市
）
生
、
一
八
八
八
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
上
陸
、
ス
タ
ク
ト
ン
の
荒
地
を
開
拓
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
に
成

功
。
一
九
〇
八
年
創
設
さ
れ
た
在
米
日
本
人
会
の
初
代
会
長
に
選
出
さ
れ
る
。 

一
八 

牛
島
が
師
事
し
た
漢
学
塾
二
松
學
舍
の
三
島
中
洲
が
令
名
し
た
農
園
「
別
天

地
園
」
に
よ
る
。 

一
九 

久
允
の
蔵
書
を
収
め
る
富
山
市
立
図
書
館
翁
久
允
文
庫
に
は
、『
別
天
詩
稿
』

（
和
装 

出
版
社
不
明 

一
九
二
五
）
と
『
別
天
詩
稿 
完
』（
日
東
之
華
社 

一

九
二
五
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇 

久
允
は
、「
牛
島
翁
と
安
孫
子
さ
ん
」（「
日
米
」
一
九
三
一
年
十
一
月
十
二
日
・

一
面
〔
沿
岸
太
平
記
（
55
）〕）
の
中
に
〈
こ
の
稿
を
書
い
て
る
今
日
（
九
月

五
日
）
私
は
「
別
天
詩
集マ

マ

」
を
カ
バ
ン
に
入
れ
て
來
な
か
つ
た
こ
と
を
遺
憾

に
思
ふ
。
そ
れ
は
、
別
天
翁
の
詩
に
は
、
人
間
と
し
て
の
牛
島
謹
爾
氏
の
風

格
が
目
に
見
へ
る
や
う
に
浮
ん
で
く
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
私
は
い
つ
か
の
機

會
に
、
こ
の
海
外
同
胞
の
先
驅
者
で
あ
る
翁
に
對
す
る
感
想
を
新
に
し
て
諸

君
に

見
［
ま
み
］

へ
た
い
が
、
こ
ゝ
へ
翁
を
引
き
出
し
た
の
は
、
安
孫
子
さ
ん
に
缺

け
た
と
こ
ろ
の
あ
る
性
格
の
美
は
し
さ
を
言
ひ
た
い
の
で
あ
る
。〉
と
記
し
て

い
る
。 

二
一 

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
国
人
土
地
法
」
（
ウ
ェ
ッ
ブ
法
案
）California 

Alien Land Law
 of 1913 (W

ebb–H
aney Act)

は
、
一
九
一
三
年
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
に
日
系
人
ら
ア
ジ
ア
系
移
民
の
土

地
所
有
及
び
三
年
以
上
の
賃
借
を
禁
止
し
た
法
律
。 

二
二 

一
九
〇
三
年
に
安
孫
子
久
太
郎
ら
が
設
立
し
た
日
米
勧
業
社
が
、
〇
六
年
マ

ー
セ
ド
郡
の
ヤ
ム
と
ア
ト
ウ
ォ
ー
タ
の
中
間
地
点
に
あ
る
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト

ン
に
一
二
八
〇
エ
ー
カ
ー
（
一
五
八
ha
）
の
土
地
を
購
入
し
た
。
日
本
人
の

定
住
計
画
の
一
つ
と
し
て
集
団
移
住
に
よ
る 

農
業
入
植
地
の
建
設
を
計
画

し
て
、
日
本
人
入
植
者
を
集
め
た
。「Yam

」
と
「Atw

ater

」
を
つ
な
い
で

発
音
す
る
と
「Yam

ato

」
に
近
い
音
に
な
る
の
で
「
ヤ
マ
ト
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。（
川
井
龍
介
：〈「
ヤ
マ
ト
」
と
名
の
つ
く
小
学
校
が
あ
る
米
国
の
町 —

〝
理
想
〟
の
日
本
人
コ
ロ
ニ
ー
が
生
ま
れ
た
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
〉）
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
・
ニ
ッ
ケ
イ
（http://w

w
w

.discovernikkei.org/ja/journal/
2013/9/20/yam

ato-colony-1/ 

二
〇
二
一
年
三
月
八
日
閲
覧
） 

二
三 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ホ
ア
キ
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地 

二
四 

「
た
っ
た
80
年
、
ず
っ
と
挑
戦
」
（
広
島
朝
日
広
告
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.hiroasa.jp/rinen.htm

l 

二
〇
二
一
年
一
月
二
十
五
日
閲

覧
）
に
拠
れ
ば
〈
創
業
者
の
佐
伯
卓
造
は
17
歳
で
単
身
渡
米
し
、
10
年
も
の

間
、
語
学
を
学
び
ま
し
た
。
／
そ
の
後
、
米
人
弁
護
士
の
通
訳
を
請
け
負
う

傍
ら
、
銀
行
か
ら
麦
酒
会
社
、
生
命
保
険
会
社
や
通
運
会
社
な
ど
多
岐
に
渡

り
、
日
本
人
の
た
め
の
代
理
店
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
／
一
九
一
三
（
大

正
２
）
年
、
そ
ん
な
卓
造
が
日
本
に
帰
国
し
、
地
元
広
島
に
て
始
め
た
の
が
、

当
社
の
前
身
に
あ
た
る
佐
伯
便
利
社
で
す
〉
と
あ
る
が
、
一
九
一
〇
年
十
二
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月
二
十
四
日
付
「
新
世
界
」
６
面
に
次
の
広
告
が
あ
る
。〈
今
回
左
の
處
に
櫻

府
と
連
絡
し
便
利
舍
を
設
置
し
左
の
事
務
を
至
極
叮
嚀
に
廉
價
を
以
て
御
依

賴
に
應
ず
可
く
候
▲
英
文
飜
譯
▲
代
書
▲
リ
ー
ス
の
鑑
定
及
び
交
涉
▲
賣
買

周
旋
▲
送
預
金
取
次
▲
貸
金
督
促
▲
通
辨
事
務
▲
手
紙
電
報
の
取
次 

須
市

東
ラ
フ
エ
ツ
ト
町
四
四 

廣
島
旅
舘
の
隣 

佐
伯
卓
造 44 E. Lafayette 

St.

〉 

二
五 

佐
伯
便
利
社
が
一
九
一
四
年
一
月
に
創
刊
し
た
雑
誌
。
同
年
五
月
シ
ア
ト
ル

在
住
だ
っ
た
久
允
は
、
ス
タ
ク
ト
ン
に
転
居
し
て
同
誌
の
編
集
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
、
佐
伯
卓
造
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
転
居
す
る
十
二
月
ま
で
深

く
関
わ
る
。
同
年
一
月
號
か
ら
十
一
月
号
ま
で
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
の
所
蔵
で
内
容
を
確
認
で
き
る
が
、
新
聞
広
告
に
掲
載
さ
れ
た
一
五
年

一
月
、
二
月
、
三
月
、
五
月
号
、「
臨
時
増
刊 

大
博
紀
年
号
」
は
未
見
で
内

容
確
認
で
き
な
い
。
同
年
四
月
に
佐
伯
が
帰
国
し
た
後
は
実
質
的
に
終
刊
に

な
っ
た
。 

二
六 

さ
い
き
・
た
く
ぞ
う 

広
島
市
生
（
一
八
八
二―

一
九
七
六
）。
本
稿
執
筆
中

に
卓
造
ご
令
孫
の
佐
伯
正
道
氏
、佐
伯
祐
司
氏
よ
り
卓
造
の
除
籍
謄
本
の
写
、

自
伝
的
文
章
「
明
治
の
ア
メ
リ
カ
」（
掲
載
誌
不
詳
）
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
き

感
謝
す
る
。 

二
七 

竹
田
順
一
『
在
米
廣
島
人
縣
人
史
』（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス 

在
米
廣
島
人
縣
人
史

發
行
所 

一
九
二
四
）、
再
版
『
初
期
在
北
米
日
本
人
の
記
録
・
第
十
一
冊
』

（
文
生
書
院 

二
〇
〇
三
）
に
は
「
太
平
楽
」
や
佐
伯
卓
造
に
関
す
る
言
及

は
な
い
。 

二
八 

は
や
し
・
じ
ん
の
じ
ょ
う 

北
海
道
生
（
一
八
八
四―

一
九
六
〇
）。
ス
タ
ク

ト
ン
近
郊
の
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
島
で
農
園
を
経
営
、
一
九
一
二
年
ス
タ
ク
ト
ン

日
本
人
会
会
長
、
一
六
年
日
米
新
聞
社
ス
タ
ク
ト
ン
支
社
主
任
。
帰
国
後
、

日
本
レ
ー
ル
㈱
を
設
立
、
四
四
年
日
本
鋼
管
鉱
業
㈱
社
長
、
戦
後
は
同
社
会

長
。『
林
甚
之
丞
氏
の
足
跡
』（
同
編
輯
会 

一
九
六
一
） 
に
久
允
は
「
林
甚

之
丞
の
こ
と
」〔
二 

ア
メ
リ
カ
時
代
〕
を
掲
載
し
て
い
る
。 

二
九 

こ
う
と
く 

し
ゅ
う
す
い 

本
名
：
傳
次
郎
（
一
八
七
一―

一
九
一
一
）
大
逆

事
件
で
処
刑
さ
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た
一
人
。 

三
〇 
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ま
・
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ん
（
一
八
五
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一
九
三
三
）
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一
八
八
四
年
か
ら

九
六
年
、
一
九
一
四
年
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一
年
と
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度
滞
米
し
て
い
る
。
久
允
は
、
富

山
中
学
校
を
放
校
さ
れ
た
後
に
片
山
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学
生
渡
米
案
内
』を
読
ん
で
い
る
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三
一 

か
わ
か
み
・
き
よ
し 

山
形
県
生
（
一
八
七
三―

一
九
四
三
）
一
九
〇
一
年

に
渡
米
し
て
生
涯
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主
義
者
。 

三
二 

あ
び
こ
・
よ
な
こ 

東
京
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旧
姓
：
津
田
・
須
藤
（
一
八
八
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一
九
四

四
）
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仙
、
母
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子
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女
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、
一
八
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須
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女
と
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る
。
一
九
〇
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姉
津
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一
周
旅
行
を
し
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時
に
安

孫
子
久
太
郎
を
知
り
、
〇
九
年
結
婚
、
久
太
郎
の
死
後
日
米
新
聞
社
の
発
行

人
を
続
け
る
。
久
允
は
「
与
奈
子
」
と
誤
記
し
た
が
訂
正
。 

三
三 

久
允
は
、
妻
キ
ヨ
の
妹
石
川
フ
サ
夫
婦
が
フ
ロ
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
の
で
、

一
九
一
七
年
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
長
女
三
千
子
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
移
住
し
た
。 

三
四 

さ
ぎ
た
に
・
な
ん
き
ょ
う 

本
名
：
精
一 

新
潟
県
生
（
一
八
八
一―

一
九

五
九
）日
米
新
聞
記
者
。メ
キ
シ
コ
特
派
員
も
務
め
一
九
二
〇
年
に
帰
国
し
、
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排
日
移
民
法
の
影
響
も
あ
り
、
経
営
悪
化
に
陥
り
、
二
六
年
旅
客
部
門
を
日

本
郵
船
に
譲
渡
し
貨
物
船
専
業
と
な
る
も
六
四
年
解
散
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一
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横
浜
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銀
行
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一
八
八
〇
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立
、
通
称
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金
（
し
ょ
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き
ん
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外
為

業
務
中
心
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発
達
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一
九
四
六
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
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体
さ
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新
設
の
東
京

銀
行
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現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
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前
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な
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一
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幼
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六
四―
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六
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三

潴
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村
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現
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岡
県
久
留
米
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、
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八
八
八
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
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陸
、
ス
タ
ク
ト
ン
の
荒
地
を
開
拓
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
に
成

功
。
一
九
〇
八
年
創
設
さ
れ
た
在
米
日
本
人
会
の
初
代
会
長
に
選
出
さ
れ
る
。 

一
八 

牛
島
が
師
事
し
た
漢
学
塾
二
松
學
舍
の
三
島
中
洲
が
令
名
し
た
農
園
「
別
天

地
園
」
に
よ
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一
九 

久
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蔵
書
を
収
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富
山
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図
書
館
翁
久
允
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に
は
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別
天
詩
稿
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（
和
装 

出
版
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不
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一
九
二
五
）
と
『
別
天
詩
稿 

完
』（
日
東
之
華
社 
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九
二
五
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇 

久
允
は
、「
牛
島
翁
と
安
孫
子
さ
ん
」（「
日
米
」
一
九
三
一
年
十
一
月
十
二
日
・

一
面
〔
沿
岸
太
平
記
（
55
）〕）
の
中
に
〈
こ
の
稿
を
書
い
て
る
今
日
（
九
月

五
日
）
私
は
「
別
天
詩
集マ

マ

」
を
カ
バ
ン
に
入
れ
て
來
な
か
つ
た
こ
と
を
遺
憾

に
思
ふ
。
そ
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は
、
別
天
翁
の
詩
に
は
、
人
間
と
し
て
の
牛
島
謹
爾
氏
の
風

格
が
目
に
見
へ
る
や
う
に
浮
ん
で
く
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
私
は
い
つ
か
の
機

會
に
、
こ
の
海
外
同
胞
の
先
驅
者
で
あ
る
翁
に
對
す
る
感
想
を
新
に
し
て
諸

君
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見
［
ま
み
］

へ
た
い
が
、
こ
ゝ
へ
翁
を
引
き
出
し
た
の
は
、
安
孫
子
さ
ん
に
缺

け
た
と
こ
ろ
の
あ
る
性
格
の
美
は
し
さ
を
言
ひ
た
い
の
で
あ
る
。〉
と
記
し
て

い
る
。 

二
一 

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
国
人
土
地
法
」
（
ウ
ェ
ッ
ブ
法
案
）California 

Alien Land Law
 of 1913 (W

ebb–H
aney Act)

は
、
一
九
一
三
年
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
に
日
系
人
ら
ア
ジ
ア
系
移
民
の
土

地
所
有
及
び
三
年
以
上
の
賃
借
を
禁
止
し
た
法
律
。 
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一
九
〇
三
年
に
安
孫
子
久
太
郎
ら
が
設
立
し
た
日
米
勧
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が
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〇
六
年
マ
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郡
の
ヤ
ム
と
ア
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ォ
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中
間
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点
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ヴ
ィ
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ト
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一
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八
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定
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計
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つ
と
し
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団
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植
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植
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を
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に
近
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に
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で
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ヤ
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」
と
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け
ら
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井
龍
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と
名
の
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が
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一
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五
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）
に
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ば
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業
者
の
佐
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卓
造
は
17
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で
単
身
渡
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、
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も
の

間
、
語
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そ
の
後
、
米
人
弁
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の
通
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を
請
け
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傍
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銀
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酒
会
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、
生
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会
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や
通
運
会
社
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ど
多
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に
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、
日
本
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の
た
め
の
代
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と
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て
活
躍
し
ま
し
た
。
／
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（
大

正
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年
、
そ
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な
卓
造
が
日
本
に
帰
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し
、
地
元
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に
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始
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の
が
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当
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の
前
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に
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で
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と
あ
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が
、
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営
、
一
九
一
二
年
ス
タ
ク
ト
ン

日
本
人
会
会
長
、
一
六
年
日
米
新
聞
社
ス
タ
ク
ト
ン
支
社
主
任
。
帰
国
後
、

日
本
レ
ー
ル
㈱
を
設
立
、
四
四
年
日
本
鋼
管
鉱
業
㈱
社
長
、
戦
後
は
同
社
会

長
。『
林
甚
之
丞
氏
の
足
跡
』（
同
編
輯
会 

一
九
六
一
） 

に
久
允
は
「
林
甚

之
丞
の
こ
と
」〔
二 

ア
メ
リ
カ
時
代
〕
を
掲
載
し
て
い
る
。 

二
九 

こ
う
と
く 

し
ゅ
う
す
い 

本
名
：
傳
次
郎
（
一
八
七
一―

一
九
一
一
）
大
逆

事
件
で
処
刑
さ
れ
た
一
人
。 

三
〇 

か
た
や
ま
・
せ
ん
（
一
八
五
九―

一
九
三
三
）
片
山
は
、
一
八
八
四
年
か
ら

九
六
年
、
一
九
一
四
年
か
ら
二
一
年
と
二
度
滞
米
し
て
い
る
。
久
允
は
、
富

山
中
学
校
を
放
校
さ
れ
た
後
に
片
山
の『
学
生
渡
米
案
内
』を
読
ん
で
い
る
。 

三
一 

か
わ
か
み
・
き
よ
し 

山
形
県
生
（
一
八
七
三―

一
九
四
三
）
一
九
〇
一
年

に
渡
米
し
て
生
涯
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主
義
者
。 

三
二 

あ
び
こ
・
よ
な
こ 

東
京
生 

旧
姓
：
津
田
・
須
藤
（
一
八
八
〇―

一
九
四

四
）
父
津
田
仙
、
母
初
子
の
五
女
と
し
て
誕
生
し
、
一
八
九
〇
年
須
藤
家
の

幼
女
と
な
る
。
一
九
〇
七
年
姉
津
田
梅
子
と
欧
米
一
周
旅
行
を
し
た
時
に
安

孫
子
久
太
郎
を
知
り
、
〇
九
年
結
婚
、
久
太
郎
の
死
後
日
米
新
聞
社
の
発
行

人
を
続
け
る
。
久
允
は
「
与
奈
子
」
と
誤
記
し
た
が
訂
正
。 

三
三 

久
允
は
、
妻
キ
ヨ
の
妹
石
川
フ
サ
夫
婦
が
フ
ロ
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
の
で
、

一
九
一
七
年
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
長
女
三
千
子
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
移
住
し
た
。 

三
四 
さ
ぎ
た
に
・
な
ん
き
ょ
う 

本
名
：
精
一 

新
潟
県
生
（
一
八
八
一―

一
九

五
九
）日
米
新
聞
記
者
。メ
キ
シ
コ
特
派
員
も
務
め
一
九
二
〇
年
に
帰
国
し
、
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日
米
新
聞
東
京
支
社
長
。
帰
国
前
に
久
允
に
預
け
ら
れ
た
鷺
谷
が
筆
写
し
た

幸
徳
秋
水
ら
の
獄
中
文
が
、
四
九
年
に
「
高
志
人
」（
14
巻
２
月
～
４
月
号
）

に
発
表
さ
れ
た
。 

三
五 

ベ
ヌ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
カ
ラ
ン
サ 

Venustiano Carranza
 

（
一
八
五

九―

一
九
二
〇
） 
メ
キ
シ
コ
革
命
の
指
導
者
の
一
人
。一
九
一
一
年
国
防
相
、

一
五
年
大
統
領 

三
六 

わ
し
づ
・
し
ゃ
く
ま 
本
名
：
鷲
頭
文
三 

新
潟
県
生
（
一
八
六
五―

一
九

三
六
） 

一
八
九
四
年
渡
米
、
桑
港
時
事
社
に
入
社
。
ユ
ー
モ
ア
雑
誌
「

腮
［
あ
ご
］

は
づ
誌
」
を
創
刊
。「
ジ
ヤ
パ
ン
ヘ
ラ
ル
ド
」「
日
米
」「
新
世
界
」
の
記
者
と

な
り
、
一
九
〇
二
年
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
日
米
新
聞
社
支
社
設
立
。
二
二
年
在

米
同
胞
歴
史
々
料
編
纂
会
を
設
立
。鷲
頭
尺
魔
の
名
で『
在
米
日
本
人
史
観
』

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス 

羅
府
新
報
社 

一
九
三
〇
）
が
あ
る
。 

三
七 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
は
、〈
邦
字
新
聞
デ
ジ
タ
ル
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
し
て
、
世
界
中
の
日
本
語
新

聞
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
公
開
し
て
い
る
。https://hojishinbun.hoover.org/ 

三
八 

し
ま
の
う
ち
・
ぎ
ゃ
く
ろ
う 

本
名
：

良
り
ょ
う

延え
ん

（
一
八
七
七―
一
九
四
三
）
。

一
九
〇
九
年
渡
米
、
翌
年
日
米
新
聞
社
に
入
社
し
、
ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
（
久
允
の
前
任
）、
フ
レ
ズ
ノ
の
支
社
主
任
、
羅
府
日
米
新
聞
社
主

筆
、
本
社
総
務
部
勤
務
を
歴
任
し
、
退
社
後
在
米
日
本
人
会
事
蹟
保
存
部
主

事
を
務
め
た
。
ユ
タ
州
ト
パ
ー
ズ
収
容
所
で
病
死
。（
島
内
憲
：「
フ
ェ
ア
ネ

ス
」を
至
上
の
価
値
と
す
る
米
国
、霞
関
会 

二
〇
二
一
年
二
月
五
日
公
開
）。

長
男
・
敏
郎
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
総
領
事
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
大
使
を
務
め
、
孫
・

憲
は
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
を
務
め
た
。 

三
九 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
マ
ー
セ
ド
郡
コ
ル
テ
ス
（Cortez

）。「
コ
ル
テ
ス
」
は

岡
繁
樹
に
よ
る
加
筆
。
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
、
ク
レ
シ
ー
（Cressy

）
に
続

き
安
孫
子
久
太
郎
が
一
九
一
八
年
に
開
拓
を
始
め
た
三
番
目
の
コ
ロ
ニ
ー
で
、

『
在
米
日
本
人
史
』（
在
米
日
本
人
会 

一
九
四
〇
）
に
よ
れ
ば
、
島
内
良
延

が
総
支
配
人
を
務
め
、
半
年
間
に
三
十
邦
人
家
族
に
土
地
を
分
譲
し
た
。
本

植
民
地
に
関
し
て
は
、Valerie J. M

atsum
oto

： 
Farm

ing the H
om

e 
Place: 

A 
Japanese 

Com
m

unity 
in 

C
alifornia, 

1919-1982 
(Cornell U

niversity Press, 1993)

に
詳
し
い
が
、
本
書
に
は
植
民
を
勧

誘
し
た
島
内
へ
の
言
及
は
な
い
。 

四
〇 

日
米
新
聞
社
が
一
九
〇
五
年
に
第
一
巻
を
『
在
米
日
本
人
年
鑑
』
と
し
て
創

刊
し
、
第
五
巻
以
降
『
日
米
年
鑑
』
と
し
て
一
八
年
の
十
二
巻
ま
で
発
行
さ

れ
た
。〈
日
系
移
民
資
料
集 

第
三
期
〉（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
一

―

〇
二
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。 

四
一 

日
米
新
聞
社
編
『
在
米
日
本
人
辞
典
』（
日
米
新
聞
社 

一
九
二
二
）
が
久
允

を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
。『
日
系
移
民
人
名
辞
典
〈
北
米
編
〉
第
１
巻
』（
日

米
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
三
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。 

四
二 

一
九
二
一
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
二
二
年
二
月
六
日
ま
で
ワ
シ
ン
ト
ン
D.

C.
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
主
催
し
た
軍
縮
会
議
。 

四
三 

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
十
月
二
十
日
に
出
発
し
て
十
二
月
十
八
日
に
戻
っ
た
。
特

派
員
と
し
て
三
十
五
回
の
通
信
記
事
を
掲
載
し
た
。 

四
四 
徳
川
家
達 

と
く
が
わ
・
い
え
さ
と 

現
・
東
京
都
生
（
一
八
六
一―

一
九

二
三
） 

徳
川
宗
家
第
十
六
代
当
主
。
貴
族
院
議
長
と
し
て
会
議
の
首
席
全

権
委
員
。
家
達
の
生
母
・
武
子
は
田
安
徳
川
家
家
臣
の
津
田
仙
の
長
女
で
、
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高
井
主
水
の
養
女
と
な
っ
た
。
武
子
の
実
妹
の
初
子
が
安
孫
子
余
奈
子
の
母

親
で
あ
る
た
め
、
家
達
と
余
奈
子
は
従
兄
妹
に
あ
た
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
南
の
町
サ
ン
マ
テ
オ
に
あ
る
安
孫
子
久
太
郎
墓
碑
の
篆て

ん

額が
く

は
家
達
の
書

い
た
も
の
で
あ
る
。（
村
上
有
「
安
孫
子
久
太
郎
・
排
日
移
民
法
と
戦
う
」
新

潟
新
報
社
『
続
・
越
佐
が
生
ん
だ
日
本
的
人
物
』 

一
九
六
五
） 

四
五 

か
と
う
・
と
も
さ
ぶ
ろ
う 

現
・
広
島
県
生
（
一
八
六
一―

一
九
二
三
） 

海

軍
大
臣
、
会
議
で
は
首
席
全
権
委
員
。
一
九
二
二
年
内
閣
総
理
大
臣
に
な
る

も
、
翌
年
在
職
中
に
死
亡
。 

四
六 

幣
原
喜
重
郎 

し
で
は
ら
・
き
じ
ゅ
う
ろ
う 

現
・
大
阪
府
生
（
一
八
七
二―

一
九
五
一
） 

一
九
一
九
年
に
駐
米
大
使
、
会
議
で
は
首
席
全
権
委
員
。 

四
七 

埴
原
正
直 

は
に
は
ら
・
ま
さ
な
お 

山
梨
県
生（
一
八
七
六―

一
九
三
四
） 

会
議
時
に
は
外
務
事
務
次
官
で
首
席
全
権
委
員
。
一
九
二
二
年
に
駐
米
大
使
。 

四
八 

一
九
二
四
年
三
月
二
十
四
日
、
サ
ン
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
帰

国
。 

四
九 

一
九
三
一
年
五
月
七
日
横
浜
港
を
発
ち
ハ
ワ
イ
で
滞
在
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
到
着
し
た
の
は
六
月
三
日
。
到
着
日
に
は
安
孫
子
久
太
郎
主
催
の
歓
迎

デ
ィ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。 

五
〇 

た
け
ひ
さ
・
ゆ
め
じ 

本
名
：
茂
次
郎 

岡
山
県
生
（
一
八
八
四―

一
九
三

四
） 

五
一 

し
し
も
と
・
は
ち
ろ
う 

大
阪
府
生
（
一
八
九
一―

一
九
七
九
） 

一
九
一

五
年
渡
米
、
新
世
界
新
聞
社
入
社
、
一
九
年
日
米
新
聞
社
に
転
ず
。
三
二
年

帰
国
。『
是
で
も
米
国
か
』（
新
光
社 

一
九
三
二
）
等
の
著
書
あ
り
。 

五
二 

保
坂
光
重 

ほ
さ
か
・
み
つ
し
げ 

山
梨
県
生
（
一
八
九
一―

没
年
不
詳
）

一
九
〇
三
年
渡
米
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
経
営
。
日
米
新
聞
社
副
支
配
人
と

な
り
破
産
手
続
き
を
進
め
、
木
村
松
南
、
翁
久
允
と
共
に
日
米
新
聞
社
整
理

実
行
委
員
を
務
め
た
。 

五
三 

え
ん
ど
う
・
し
ょ
う
じ 

長
野
県
生
。
一
九
〇
四
年
渡
米
、
農
業
に
従
事
し

た
後
、
一
八
年
日
米
新
聞
社
入
社
。
二
五
年
日
本
見
学
団
主
事
。 

五
四 

原
稿
執
筆
の
一
九
五
六
年
当
時
の
翁
久
允
居
の
住
所
表
記
は
〈
富
山
市
安
野

屋
町
二
三
七
〉
で
現
在
の
表
記
は
〈
富
山
市
磯
部
町
一
丁
目
一
番
一
号
〉
で

あ
る
。 
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日
米
新
聞
東
京
支
社
長
。
帰
国
前
に
久
允
に
預
け
ら
れ
た
鷺
谷
が
筆
写
し
た

幸
徳
秋
水
ら
の
獄
中
文
が
、
四
九
年
に
「
高
志
人
」（
14
巻
２
月
～
４
月
号
）

に
発
表
さ
れ
た
。 

三
五 

ベ
ヌ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
カ
ラ
ン
サ 

Venustiano Carranza
 

（
一
八
五

九―

一
九
二
〇
） 

メ
キ
シ
コ
革
命
の
指
導
者
の
一
人
。一
九
一
一
年
国
防
相
、

一
五
年
大
統
領 

三
六 

わ
し
づ
・
し
ゃ
く
ま 

本
名
：
鷲
頭
文
三 

新
潟
県
生
（
一
八
六
五―

一
九

三
六
） 

一
八
九
四
年
渡
米
、
桑
港
時
事
社
に
入
社
。
ユ
ー
モ
ア
雑
誌
「

腮
［
あ
ご
］

は
づ
誌
」
を
創
刊
。「
ジ
ヤ
パ
ン
ヘ
ラ
ル
ド
」「
日
米
」「
新
世
界
」
の
記
者
と

な
り
、
一
九
〇
二
年
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
日
米
新
聞
社
支
社
設
立
。
二
二
年
在

米
同
胞
歴
史
々
料
編
纂
会
を
設
立
。鷲
頭
尺
魔
の
名
で『
在
米
日
本
人
史
観
』

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス 

羅
府
新
報
社 

一
九
三
〇
）
が
あ
る
。 

三
七 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
は
、〈
邦
字
新
聞
デ
ジ
タ
ル
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
し
て
、
世
界
中
の
日
本
語
新

聞
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
公
開
し
て
い
る
。https://hojishinbun.hoover.org/ 

三
八 

し
ま
の
う
ち
・
ぎ
ゃ
く
ろ
う 

本
名
：

良
り
ょ
う

延え
ん

（
一
八
七
七―

一
九
四
三
）
。

一
九
〇
九
年
渡
米
、
翌
年
日
米
新
聞
社
に
入
社
し
、
ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
（
久
允
の
前
任
）、
フ
レ
ズ
ノ
の
支
社
主
任
、
羅
府
日
米
新
聞
社
主

筆
、
本
社
総
務
部
勤
務
を
歴
任
し
、
退
社
後
在
米
日
本
人
会
事
蹟
保
存
部
主

事
を
務
め
た
。
ユ
タ
州
ト
パ
ー
ズ
収
容
所
で
病
死
。（
島
内
憲
：「
フ
ェ
ア
ネ

ス
」を
至
上
の
価
値
と
す
る
米
国
、霞
関
会 

二
〇
二
一
年
二
月
五
日
公
開
）。

長
男
・
敏
郎
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
総
領
事
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
大
使
を
務
め
、
孫
・

憲
は
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
を
務
め
た
。 

三
九 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
マ
ー
セ
ド
郡
コ
ル
テ
ス
（Cortez

）。「
コ
ル
テ
ス
」
は

岡
繁
樹
に
よ
る
加
筆
。
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
、
ク
レ
シ
ー
（Cressy

）
に
続

き
安
孫
子
久
太
郎
が
一
九
一
八
年
に
開
拓
を
始
め
た
三
番
目
の
コ
ロ
ニ
ー
で
、

『
在
米
日
本
人
史
』（
在
米
日
本
人
会 

一
九
四
〇
）
に
よ
れ
ば
、
島
内
良
延

が
総
支
配
人
を
務
め
、
半
年
間
に
三
十
邦
人
家
族
に
土
地
を
分
譲
し
た
。
本

植
民
地
に
関
し
て
は
、Valerie J. M

atsum
oto

： 
Farm

ing the H
om

e 
Place: 

A 
Japanese 

Com
m

unity 
in 

C
alifornia, 

1919-1982 
(Cornell U

niversity Press, 1993)

に
詳
し
い
が
、
本
書
に
は
植
民
を
勧

誘
し
た
島
内
へ
の
言
及
は
な
い
。 

四
〇 

日
米
新
聞
社
が
一
九
〇
五
年
に
第
一
巻
を
『
在
米
日
本
人
年
鑑
』
と
し
て
創

刊
し
、
第
五
巻
以
降
『
日
米
年
鑑
』
と
し
て
一
八
年
の
十
二
巻
ま
で
発
行
さ

れ
た
。〈
日
系
移
民
資
料
集 

第
三
期
〉（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
一

―

〇
二
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。 

四
一 

日
米
新
聞
社
編
『
在
米
日
本
人
辞
典
』（
日
米
新
聞
社 

一
九
二
二
）
が
久
允

を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
。『
日
系
移
民
人
名
辞
典
〈
北
米
編
〉
第
１
巻
』（
日

米
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
三
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。 

四
二 

一
九
二
一
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
二
二
年
二
月
六
日
ま
で
ワ
シ
ン
ト
ン
D.

C.
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
主
催
し
た
軍
縮
会
議
。 

四
三 

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
十
月
二
十
日
に
出
発
し
て
十
二
月
十
八
日
に
戻
っ
た
。
特

派
員
と
し
て
三
十
五
回
の
通
信
記
事
を
掲
載
し
た
。 

四
四 

徳
川
家
達 

と
く
が
わ
・
い
え
さ
と 

現
・
東
京
都
生
（
一
八
六
一―

一
九

二
三
） 

徳
川
宗
家
第
十
六
代
当
主
。
貴
族
院
議
長
と
し
て
会
議
の
首
席
全

権
委
員
。
家
達
の
生
母
・
武
子
は
田
安
徳
川
家
家
臣
の
津
田
仙
の
長
女
で
、
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高
井
主
水
の
養
女
と
な
っ
た
。
武
子
の
実
妹
の
初
子
が
安
孫
子
余
奈
子
の
母

親
で
あ
る
た
め
、
家
達
と
余
奈
子
は
従
兄
妹
に
あ
た
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
南
の
町
サ
ン
マ
テ
オ
に
あ
る
安
孫
子
久
太
郎
墓
碑
の
篆て

ん

額が
く

は
家
達
の
書

い
た
も
の
で
あ
る
。（
村
上
有
「
安
孫
子
久
太
郎
・
排
日
移
民
法
と
戦
う
」
新

潟
新
報
社
『
続
・
越
佐
が
生
ん
だ
日
本
的
人
物
』 

一
九
六
五
） 

四
五 

か
と
う
・
と
も
さ
ぶ
ろ
う 

現
・
広
島
県
生
（
一
八
六
一―

一
九
二
三
） 

海

軍
大
臣
、
会
議
で
は
首
席
全
権
委
員
。
一
九
二
二
年
内
閣
総
理
大
臣
に
な
る

も
、
翌
年
在
職
中
に
死
亡
。 

四
六 

幣
原
喜
重
郎 

し
で
は
ら
・
き
じ
ゅ
う
ろ
う 

現
・
大
阪
府
生
（
一
八
七
二―

一
九
五
一
） 

一
九
一
九
年
に
駐
米
大
使
、
会
議
で
は
首
席
全
権
委
員
。 

四
七 

埴
原
正
直 

は
に
は
ら
・
ま
さ
な
お 

山
梨
県
生（
一
八
七
六―

一
九
三
四
） 

会
議
時
に
は
外
務
事
務
次
官
で
首
席
全
権
委
員
。
一
九
二
二
年
に
駐
米
大
使
。 

四
八 

一
九
二
四
年
三
月
二
十
四
日
、
サ
ン
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
帰

国
。 

四
九 

一
九
三
一
年
五
月
七
日
横
浜
港
を
発
ち
ハ
ワ
イ
で
滞
在
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
到
着
し
た
の
は
六
月
三
日
。
到
着
日
に
は
安
孫
子
久
太
郎
主
催
の
歓
迎

デ
ィ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。 

五
〇 

た
け
ひ
さ
・
ゆ
め
じ 

本
名
：
茂
次
郎 

岡
山
県
生
（
一
八
八
四―

一
九
三

四
） 

五
一 

し
し
も
と
・
は
ち
ろ
う 

大
阪
府
生
（
一
八
九
一―

一
九
七
九
） 

一
九
一

五
年
渡
米
、
新
世
界
新
聞
社
入
社
、
一
九
年
日
米
新
聞
社
に
転
ず
。
三
二
年

帰
国
。『
是
で
も
米
国
か
』（
新
光
社 

一
九
三
二
）
等
の
著
書
あ
り
。 

五
二 

保
坂
光
重 

ほ
さ
か
・
み
つ
し
げ 

山
梨
県
生
（
一
八
九
一―

没
年
不
詳
）

一
九
〇
三
年
渡
米
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
経
営
。
日
米
新
聞
社
副
支
配
人
と

な
り
破
産
手
続
き
を
進
め
、
木
村
松
南
、
翁
久
允
と
共
に
日
米
新
聞
社
整
理

実
行
委
員
を
務
め
た
。 

五
三 

え
ん
ど
う
・
し
ょ
う
じ 

長
野
県
生
。
一
九
〇
四
年
渡
米
、
農
業
に
従
事
し

た
後
、
一
八
年
日
米
新
聞
社
入
社
。
二
五
年
日
本
見
学
団
主
事
。 

五
四 

原
稿
執
筆
の
一
九
五
六
年
当
時
の
翁
久
允
居
の
住
所
表
記
は
〈
富
山
市
安
野

屋
町
二
三
七
〉
で
現
在
の
表
記
は
〈
富
山
市
磯
部
町
一
丁
目
一
番
一
号
〉
で

あ
る
。 
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〔
正
誤
表
〕 

・
15
ペ
ー
ジ 

上
段 

本
文
八
行
目 

新
潟
県
水
原

す
い
ば
ら

郡
（
現
・
妙
高
市
） 

 
 
 

◀ 

新
潟
県
水
原

す
い
ば
ら

郡
（
現
・
阿・

賀・

野・

市
） 

 

・
30
ペ
ー
ジ 

上
段 

右
側
写
真
の
説
明
文 

安
孫
子
久
太
郞
家
族 

久
太
郎 

長
男
・
康
雄 

余
奈
子 

 
 
 

◀ 

安
孫
子
久
太
郞
家
族 

久
太
郎 

長
男
・
恭・

雄 

余
奈
子 

 

・
34
ペ
ー
ジ 

下
段 

註
四
四 

（
一
八
六
一
｜
一
九
二
三
） 

 
 
 

◀ 

（
一
八
六
一
｜
一
九
四・

〇・

） 

・
34
ペ
ー
ジ 

下
段 

註
四
四 

徳
川
家
達
の
生
母
・
武
子
は
田
安
徳
川
家
家
臣
の
津
田
仙
の
長
女

で 

 
 
 

◀ 

徳
川
家
達
の
生
母
・
武
子
は
田
安
徳
川
家
家
臣
の
津
田

栄・

七・

（
津

・

・

田
仙
養
父
）

・
・
・
・
・

の
長
女
で 
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